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◎
小
俣
１
号
線
整
備
事
業

緊
急
車
両
の
通
行
障
害
の
解

消
や
、
路
面
・
排
水
施
設
の
改

良
を
図
り
、
防
衛
施
設
周
辺
の

生
活
環
境
整
備
に
寄
与
し
ま
す
。

◎
小
俣
11
号
線
道
路
改
良
事
業

市
民
生
活
に
密
接
し
た
道
路

の
拡
幅
な
ど
の
改
良
を
行
う
こ

と
で
、
道
路
機
能
の
改
善
や
生

活
環
境
基
盤
の
整
備
を
進
め
ま

す
。

◎
野
村
公
園
整
備
事
業

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
拠
点
と
な
る

公
園
の
整
備
を
図
り
、
防
衛
施

設
周
辺
の
生
活
環
境
整
備
に
寄

与
し
ま
す
。

平
成
18
年
度
の
一
般
会
計
予

算
は
、
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
る

た
め
骨
格
予
算(

用
語
解
説
欄

参
照
）
と
し
、
政
策
的
な
経
費

は
、
市
長
選
挙
後
の
本
格
予
算

に
委
ね
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

骨
格
予
算
に
計
上
す
る
経
費

は
、
人
件
費
、
扶
助
費
、
公
債

費
な
ど
の
義
務
的
な
経
費
や
、

行
政
活
動
を
維
持
し
て
い
く
う

え
で
必
要
な
経
費
で
す
。

◎
二
俣
団
地
市
営
住
宅
改
築
事

業
（
第
２
期
）

老
朽
住
宅
の
危
険
を
解
消
し
、

安
全
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
対
応

し
た
住
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

◎
有
緝
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

危
険
校
舎
に
認
定
さ
れ
た
校

舎
の
改
築
を
行
い
、
教
育
環
境

の
整
備
を
図
り
ま
す
。

計
画
事
業

◎
保
育
所
建
設
事
業

老
朽
化
が
著
し
い
一
之
木
・

宮
後
・
中
島
の
３
保
育
所
を
統

廃
合
し
、
常
磐
２
丁
目
地
内
に

新
し
い
保
育
所
と
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
行
う
こ
と

で
、
子
育
て
環
境
の
整
備
を
図

り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
事
業

◎
福
祉
・
保
健
関
係

障
害
者
・
高
齢
者
・
児
童
な

ど
の
各
種
福
祉
施
策
や
、
保
健
・

健
康
づ
く
り
対
策
な
ど
の
事
業

は
、
優
先
的
に
当
初
予
算
に
計

上
し
て
い
ま
す
。

継
続
費
設
定
事
業

（
平
成
17
・
18
年
度
）

会計別予算�

会計区分�

一般会計（ア）�

平成18年度予算額（Ａ）�
平成17年度�

 旧4市町村当初予算額（Ｂ）�

特
別
会
計�

企
業
会
計�

�

国民健康保険 �

老人保健医療 �

介護保険 �

住宅新築資金等貸付事業 �

福祉資金貸付事業 �

まちなみ保全事業 �

農業集落排水事業 �

離宮の湯 �

土地取得 �

小　　計（イ）�

病院事業 �

水道事業 �

下水道事業 �

�

小　　計（ウ）�

合計（ア）＋（イ）＋（ウ）�

37,481,190 �

11,428,709 �

11,293,849 �

8,325,538 �

47,854 �

944 �

70,693 �

70,166 �

25,242 �

199,426 �

31,462,421 �

8,139,086 �

4,496,187 �

8,000,900 �

40,443 �

20,676,616 �

89,620,227 

42,487,080 �

11,306,703 �

11,193,247 �

�

60,105 �

983 �

72,788 �

63,900 �

27,600 �

240,242 �

29,130,856 �

8,463,111 �

4,585,301 �

7,623,838 �

35,102 �

20,707,352 �

92,325,288 

(6,463,195)�
6,165,288 

※（Ｂ）は、旧4市町村の平成17年度当初予算の合計額です。�
　なお、下水道事業企業会計の（Ｂ）には、旧伊勢市、旧二見町、旧御薗村の公
共下水道事業特別会計当初予算額を含んでいます。�
※介護保険特別会計の上段（　）内は、旧3町村の一般会計における度会Ⅰ部介護
保険事務組合負担金を含んだ金額です。�

認知症対応型共同生活介護事業�

（単位：千円）

予
算
編
成
の
基
本
方
針

ま
た
、
政
策
的
な
経
費
で
あ

っ
て
も
、
継
続
的
に
行
っ
て
い

る
事
業
の
経
費
や
、
当
初
予
算

に
計
上
し
な
け
れ
ば
市
民
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ
す
と
認
め

ら
れ
る
経
費
、
地
域
の
景
気
対

策
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
と

認
め
ら
れ
る
経
費
な
ど
は
、
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
特
別
会
計
・
企
業
会

計
予
算
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ

れ
の
設
置
目
的
に
従
っ
て
年
間

予
算
を
編
成
し
て
い
ま
す
。

総額896億2022万7千円�
～一般会計は骨格予算を編成～�

�財政課（1K5529）�

総額896億2022万7千円�

当
初
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業�

当
初
予
算
に
計
上
し
た
主
な
事
業�
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骨格予算
本来予算は、その年度の歳入・歳出のすべてについて、
年間の見通しのうえにたって編成されるべきものです。
しかし、当初予算に政策的な判断を入れることが困難
な場合は、政策的経費などの予算計上を避け、人件費な
ど必要最小限度の経費を計上する予算編成を行います。
この予算を慣用的に骨格予算と呼んでいます。

三位一体の改革
住民に必要な行政サービスを、地方自治体の自らの責
任で、自主的・効率的に選択する幅を拡大するため、
「国庫補助負担金の改革」「地方交付税の改革」「税源移譲」
について、一体で推進していくことです。

◎
環
境
・
ご
み
対
策
関
係

年
度
当
初
か
ら
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
指
定
ご
み
袋
に
関
す

る
経
費
や
、
小
型
合
併
処
理
浄

化
槽
設
置
事
業
補
助
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
産
業
・
観
光
関
係

若
年
求
職
者
の
活
動
支
援
や

勤
労
者
の
各
種
福
利
厚
生
事
業
、

ま
た
、
お
木
曳
行
事
や
各
種
旅

客
誘
致
・
受
入
宣
伝
に
要
す
る

経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
都
市
整
備
関
係

道
路
・
河
川
・
排
水
路
の
維

持
管
理
に
要
す
る
経
費
や
、
二

見
浦
旅
館
街
の
住
環
境
整
備
、

ま
ち
な
み
保
全
に
要
す
る
経
費

な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
消
防
・
防
災
対
策
関
係

市
民
生
活
の
安
全
・
安
心
を

確
保
す
る
た
め
、
消
防
用
各
種

資
機
材
な
ど
の
整
備
や
、
救
急

救
命
士
の
養
成
、
各
種
災
害
に

備
え
た
、
緊
急
気
象
情
報
シ
ス

テ
ム
整
備
な
ど
に
要
す
る
経
費

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
教
育
関
係

小
・
中
学
校
へ
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
設
置
を
は
じ
め
と
す
る

教
育
設
備
充
実
事
業
や
、
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
支
援
す
る
事

業
、
校
舎
等
耐
震
補
強
事
業
な

ど
に
要
す
る
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
緊
急
時
、
各
家
庭
へ

の
連
絡
メ
ー
ル
配
信
に
必
要
な

経
費
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

◎
総
務
・
企
画
・
そ
の
ほ
か

行
財
政
改
革
や
市
史
編
さ
ん

事
業
の
推
進
、
公
共
施
設
へ
の

下
水
道
引
き
込
み
工
事
に
要
す

る
経
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま

す
。ま

た
、
国
際
的
視
野
を
持
っ

た
青
少
年
育
成
の
た
め
、
中
学

生
が
訪
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
の
交
流
費
助
成
に
必
要
な
経

費
も
計
上
し
て
い
ま
す
。

厳
し
い
社
会
経
済
情
勢
、
ま

た
、
国
が
推
進
す
る
「
三
位
一

体
の
改
革
（
用
語
解
説
欄
参
照
）」

が
最
終
年
度
を
迎
え
、「
国
庫
補

助
負
担
金
」「
地
方
交
付
税
」
の

改
革
や
「
税
源
移
譲
」
に
関
し

先
行
き
が
不
透
明
な
中
、
市
の

予
算
編
成
も
大
変
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。

歳
入
予
算
で
は
、
事
業
目
的

に
合
わ
せ
た
各
種
基
金
の
取
り

崩
し
を
行
う
な
ど
、
財
源
の
確

保
に
努
め
て
い
ま
す
。

市
税

税
制
改
正
や
法
人
収
益

の
増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度

比
プ
ラ
ス
2.2
％
、
３
億
１
６
７

８
万
６
千
円
の
増
額

地
方
交
付
税

合
併
特
例
措
置

期
間
中
で
は
あ
る
も
の
の
、
総

額
抑
制
改
革
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
。

歳
出
予
算
で
は
、
骨
格
予
算

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
比

マ
イ
ナ
ス
11
・
８
％
、
50
億
５

８
９
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い

ま
す
。

人
件
費

議
員
・
職
員
数
の
減

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
マ
イ

ナ
ス
1.3
％
、
１
億
２
８
３
９
万

７
千
円
の
減
額

扶
助
費

市
町
村
合
併
前
は
県

か
ら
支
給
し
て
い
た
旧
３
町
村

分
の
生
活
保
護
費
・
児
童
扶
養

手
当
支
給
に
伴
う
経
費
の
増
額

な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
比
プ
ラ

ス
13
・
２
％
、
７
億
２
７
９
３

万
２
千
円
の
増
額

繰
出
金

老
人
保
健
医
療
や
介

護
保
険
、
農
業
集
落
排
水
事
業

な
ど
の
各
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
の
増
加
に
伴
い
、
前
年
度
比

プ
ラ
ス
7.0
％
、
３
億
２
６
４
６

万
８
千
円
の
増
額

※
前
年
度
対
比
の
当
初
予
算
額

は
、
旧
４
市
町
村
の
平
成
17
年

度
当
初
予
算
の
合
計
額
で
す
。

一
般
会
計
予
算
の
ポ
イ
ン
ト

総額896億2022万7千円�平成18年度 当初予算は 

用語解説�
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宮
川
流
域
下
水
道

宮
川
流
域
下
水
道
が

供
用
開
始

供
用
開
始
さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す�
宮
川
流
域
下
水
道
が

供
用
開
始
さ
れ
ま
す�
宮
川
流
域
下
水
道

宮
川
流
域
下
水
道
が

供
用
開
始

供
用
開
始
さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
す�

下
水
道
課
公
共
下
水
道
係�

（
1
K
５
６
０
２
）�

宮
川
流
域
下
水
道
が

供
用
開
始
さ
れ
ま
す�

6月1日から�
伊
勢
市
は
、
森
と
清
流
と
海

に
守
ら
れ
た
環
境
先
進
市
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
公
共
用
水
域
の
水

質
保
全
と
居
住
環
境
の
改
善
を

目
的
と
し
て
、
宮
川
流
域
下
水

道
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
下
水

道
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

６
月
１
日
（木）
か
ら
は
、
平
成

11
年
度
か
ら
17
年
度
に
整
備
を

行
っ
た
区
域
（
下
図
の
■
色
）

で
、
下
水
道
を
利
用
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

主
な
地
区
は
、
大
湊
町
、
馬

瀬
町
、
下
野
町
、
神
社
港
、
竹

ヶ
鼻
町
、
小
木
町
、
船
江
２
・

３
丁
目
、
河
崎
２
丁
目
、
吹
上

１
・
２
丁
目
、
岩
渕
１
・
２
丁

目
、
岡
本
１
丁
目
、
本
町
、
二

見
町
今
一
色
、
御
薗
町
高
向
、

御
薗
町
長
屋
、御
薗
町
王
中
島
、

御
薗
町
新
開
の
各
地
区
の
全
部

ま
た
は
一
部
で
す
。

な
お
、平
成
17
年
度
末
現
在
、

す
で
に
下
水
道
が
利
用
で
き
る

地
区
は
、
宇
治
中
村
地
区
、
二

見
町
茶
屋
、
二
見
町
三
津
、
小

俣
町
元
町
、
小
俣
町
本
町
、
小

俣
町
相
合
の
一
部
で
す
。

今
回
は
、
下
水
道
へ
の
接
続

（
排
水
設
備
工
事
）
と
支
援
制

度
（
水
洗
化
支
援
制
度
）
、
下

水
道
使
用
料
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

宮川浄化センター

小俣浄化センター

五十鈴川中村浄化センター

茶屋クリーンセンター

…６月１日から供用開始される区域

…既に供用開始されている区域
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排水設備工事と水洗化支援制度

下水道の供用が開始された区域内では、各家庭などから出る生活排水を

下水本管に流すために、「排水設備」を設置していただく必要があります。

排
水
設
備
と
は

各
家
庭
な
ど
か
ら
出
る
生
活

排
水
を
、
公
共
下
水
道
へ
の
入

り
口
で
あ
る「
公
共
汚
水
ま
す
」

へ
排
出
す
る
配
管
の
こ
と
で
す
。

設
置
時
期

供
用
が
開
始
さ
れ
た
ら
、
遅

滞
な
く
速
や
か
に
設
置
し
て
く

だ
さ
い
。（
下
水
道
法
第
10
条
・

第
11
条
の
３
）

設
置
義
務
者

基
本
的
に
、
建
物
の
所
有
者

と
な
り
ま
す
。
（
下
水
道
法
第

10
条
）

設
置
費
用
の
負
担

個
人
の
施
設
・
財
産
の
た
め
、

自
費
負
担
と
な
り
ま
す
。

※
場
合
に
よ
っ
て
は
、
水
洗
化

支
援
制
度
（
次
項
に
掲
載
）
の

対
象
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

指
定
工
事
店

排
水
設
備
工
事
は
、
専
門
知

識
と
技
術
を
持
っ
た
「
下
水
道

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
」

が
専
属
す
る
「
伊
勢
市
下
水
道

排
水
設
備
指
定
工
事
店
」
で
し

か
行
え
ま
せ
ん
。

工
事
を
す
る
場
合
は
、
指
定

工
事
店
の
中
か
ら
施
工
業
者
を

選
ん
で
、
依
頼
を
し
て
く
だ
さ

い
。指

定
工
事
店
は
、
工
事
見
積

り
金
額
だ
け
で
は
な
く
、
施
工

後
の
排
水
設
備
の
維
持
管
理
の

こ
と
も
よ
く
考
え
て
選
ぶ
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。

供
用
開
始
区
域
の
皆
さ
ん
に

は
、
指
定
工
事
店
の
一
覧
を

「
広
報
い
せ
」
３
月
号
と
同
時

配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

の
で
、参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

下水道課施設整備係（1K5606）

排水設備

〈個人で設置・管理する部分〉
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7）
工事
完成
の検
査�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

8）
検査
済証
の交
付�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

9）
使用
開始
届の
提出
�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

3）工事の計画確認申請提出�

4）計画確認通知書の交付�
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● �

6）工事完成届の提出�
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● �

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● �

1）工事の申し込み�

�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

2）現地調査、見積り�

5）工事の施工�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
�

排水設備工事の手順�

水
洗
便
所
等
改
造
資
金

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

制
度
を
利
用
で
き
る
人
は
、

市
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
で
、

供
用
開
始
か
ら
３
年
以
内
に
排

水
設
備
工
事
を
行
う
家
屋
の
所

有
者
、
ま
た
は
所
有
者
の
同
意

を
得
た
賃
借
人
な
ど
で
す
。

■
融
資
あ
っ
せ
ん
額

１
件
に
つ
き
１
０
０
万
円
以
内

■
償
還
期
間

60
カ
月
以
内

■
融
資
利
率

年
１
％
（
金
融

機
関
の
指
定
す
る
貸
付
保
証
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
）

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
の

取
扱
金
融
機
関

次
の
金
融
機
関
の
市
内
各
支

店
で
す
。

●

百
五
銀
行

●

第
三
銀
行

●

中
京
銀
行

●

三
重
銀
行

●

三
重
信
用
金
庫

●

伊
勢
農
業
協
同
組
合

●

三
重
県
信
用
漁
業
協
同
組
合

連
合
会

水
洗
便
所
等
改
造
資
金

助
成
制
度

制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、

①
生
活
保
護
法
に
よ
る
生
活
扶

助
を
受
け
て
い
る
世
帯

②
障
害
者
・
高
齢
者
・
母
子
世

帯
の
う
ち
、
世
帯
全
員
の
前
年

の
収
入
金
額
が
、
生
活
保
護
基

準
の
1.5
倍
以
下
　

な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

■
助
成
金
額

①
に
該
当
す
る
場
合
は
、
工
事

費
の
全
額

②
に
該
当
す
る
場
合
は
、
工
事

費
の
う
ち
38
万
円
を
上
限
と
す

る
額水

洗
化
支
援
制
度
（
融
資
あ

っ
せ
ん
制
度
、
助
成
制
度
）
を
利

用
す
る
場
合
は
、
工
事
の
計
画

確
認
申
請
の
提
出
時
に
、
下
水

道
課
施
設
整
備
係
ま
た
は
、
各

総
合
支
所
上
下
水
道
課
へ
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

排
水
設
備
の
設
置
時
、
皆
さ
ん
の
負
担
が
少
し
で
も
軽
く
な

る
よ
う
に
、
資
金
の
支
援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

市　民

指定工事店市役所
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排
水
設
備
工
事
が
完
了
し
、

下
水
道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に

な
る
と
、
流
さ
れ
た
汚
水
の
量

（
汚
水
の
排
除
量
）
に
応
じ
て

下
水
道
使
用
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
（
表

（１）
参
照
）

下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水
を

き
れ
い
な
水
に
浄
化
す
る
た
め

の
費
用
や
、
下
水
道
の
汚
水
管

を
補
修
す
る
費
用
の
一
部
に
充

て
ら
れ
ま
す
。 料金課下水道料金係

（1K5601）

汚
水
の
排
除
量
は
、
次
の
方

法
で
認
定
し
ま
す
。

◆
水
道
水
を
使
用
す
る
場
合

水
道
水
の
使
用
水
量
を
汚
水

の
排
除
量
と
し
ま
す
。

◆
井
戸
水
を
使
用
す
る
場
合

店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
は
、

市
が
設
置
す
る
測
定
機
器
（
メ

ー
タ
ー
）
で
測
定
し
た
水
量
を

汚
水
の
排
除
量
と
し
ま
す
。

一
般
家
庭
で
は
、
世
帯
の
人

数
に
よ
り
、
使
用
水
量
を
認
定

し
ま
す
。（
左
表
の
と
お
り
）

 世帯の人数 認定水量�

 １　人　目 10m3／月�

 ２人目以降 １人につき6m3加算�

 ４人目以降 １人につき4m3加算�

（小俣町を除く）�

ま
す
。

下
水
道
使
用
料
は
、
２
カ
月

分
を
ま
と
め
て
請
求
し
ま
す
。

口
座
振
替
、
ま
た
は
、
納
入

通
知
書
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
水
道
水
と
井
戸
水
を
併
せ
て

使
用
す
る
場
合

店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
水
量
の
合
計

を
汚
水
の
排
除
量
と
し
ま
す
。

一
般
家
庭
の
場
合
は
、
下
水

道
接
続
時
に
同
課
、
ま
た
は
各

総
合
支
所
上
下
水
道
課
へ
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

※
店
舗
や
事
業
所
な
ど
で
、
使

用
水
量
と
汚
水
の
排
除
量
が
著

し
く
異
な
る
場
合
は
、
一
定
の

手
続
き
に
よ
っ
て
減
算
が
で
き

種　別�

�

�

�
一　　般�

�

�

�

公衆浴場�
�

�

臨　　時�

�

区分�

基本使用料�

�

�

従量使用料�
（1m3につき）�

�

�

基本使用料�

　�

基本使用料�

　  汚水排除量�

10m3まで�

 10m3超 ～  20m3�

 20m3超 ～  30m3�

 30m3超 ～  50m3�

 50m3超 ～100m3�

 100m3超 ～500m3�

 500m3超  �

�

　�

10m3まで�

10m3を超えるもの�

金額（円）�

1,000 �

130 �

150 �

180 �

210 �

245 �

280 �

1,000 �

20 �

1,000 �

280 

※月額使用料は、基本使用料および従量使用料の合計額に1.05を乗じて得た
金額（円未満切り捨て）とする。   �
※公衆浴場には、温泉浴場やサウナなどの特殊浴場は含まない。   

従量使用料�
（1m3につき）�

従量使用料�
（1m3につき）�

表（１）　下水道使用料単価表（月額）　　（小俣町を除く）�

2カ月分の汚水量が44m3の場合（前月分22m3＋当月分22m3で計算されます）

（小俣町は従来どおり）

〈下水道使用料の計算例〉

下水道使用料

汚
水
排
除
量
の
決
め
方

下
水
道
使
用
料
の
納
付
方
法

◎当月分の使用料

前月分と同様　小計　2,600円…②

下水道使用料は、

（①＋②）×1.05（消費税および地方消費税）

＝5,460円となります。

◎前月分の使用料

基本使用料　10m3まで　1,000円

従量使用料

10m3超～20m3 130円×10m3＝1,300円

20m3超～30m3 150円×2m3＝300円

小計　2,600円…①
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介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
伴

い
、
軽
度
の
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
区
分
が
、
４
月
１
日
か
ら

変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
「
要
介
護
１
」

に
該
当
す
る
人
は
、
心
身
の
状

態
に
よ
っ
て
「
要
支
援
２
」
と

「
要
介
護
１
」
に
分
か
れ
ま
す
。

４
月
１
日
、
伊
勢
市
福
祉
健

康
セ
ン
タ
ー
２
階
に
、
伊
勢
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
市
が
運
営

主
体
と
な
っ
て
、
高
齢
者
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
自
立
し
た
生

活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、
総
合

的
・
包
括
的
な
支
援
を
行
い
ま

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

皆
さ
ん
を
支
え
る
地
域
の
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
の
相
談
・
支
援

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
関

と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を

行
い
ま
す
。

社
会
福
祉
士

高
齢
者
の
介
護
に
関
す
る
悩

み
や
心
配
事
、
福
祉
に
つ
い
て

の
相
談
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
高
齢
者
虐
待
防
止
な

ど
に
取
り
組
み
、
皆
さ
ん
の
権

利
を
守
り
ま
す
。

す
。保

健
師
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、

社
会
福
祉
士
な
ど
の
職
員
が
、

高
齢
者
の
介
護
や
福
祉
な
ど
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。

積
極
的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
伊
勢
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
割

保
健
師
な
ど

虚
弱
な
高
齢
者
や
、
介
護
保

険
で
要
支
援
１
・
２
と
認
定
さ

れ
た
人
に
、
介
護
予
防
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
作
成
や
相
談
を
行
い
ま

す
。皆

さ
ん
が
自
立
し
て
生
活
で

き
る
よ
う
、
支
援
を
し
ま
す
。

3月まで�

要介護 5�

要介護 4�

要介護 3�

要介護 2�

要介護 1�

要支援�

4月から �

要介護 5 �

要介護 4 �

要介護 3 �

要介護 2 �

要介護 1 　　要支援 2�

要支援 1 

介護を必要とする人�

介護サービスを利用できま

すので、居宅介護支援事業

所へお問い合わせください。�

介護予防サービスを利用で

きますので、「伊勢市地域

包括支援センター」へお問

い合わせください。�

支援を必要とする人�

「要支援2」…サービスを利用することで、心身の状態が改善される可能性が高い人�

「要介護1」…認知症の進行や疾病などで、心身の状態が不安定な人�

～一部制度が改正されました～
一部制度が改正されました�

伊勢市の�

介護保険課介護給付係　（1K5560）�
介護保険課介護保険料係（1K5564）�

介護保険�介護保険�
要
介
護
認
定
区
分�

介
護
保
険
の
�

が
変
わ
り
ま
し
た
�

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー�

伊
勢
市
地
域�

（
1
Q
２
４
３
１
）を
開
設
�
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次
の
と
お
り
、
基
準
額
と
所

得
段
階
（
介
護
保
険
料
を
決
め

る
根
拠
）
が
変
更
に
な
り
ま
し

た
。

基
準
額

月
額
４
０
０
０
円

年
額
４
万
８
０
０
０
円

所
得
段
階

６
段
階

ま
た
、
低
所
得
者
へ
の
配
慮

と
し
て
、
世
帯
全
員
が
市
町
村

民
税
非
課
税
で
一
定
の
基
準
を

満
た
す
人
（
表
（１）
参
照
）
の
負

担
割
合
が
、
「
基
準
額
×
0.75
」

か
ら
引
き
下
げ
ら
れ
、
最
も
負

担
割
合
が
低
い「
基
準
額
×
0.5
」

に
な
り
ま
し
た
。

賦
課
と
納
期

４
月
に
暫
定
賦
課
、
７
月
に

確
定
賦
課
を
行
い
ま
す
。

納
期
は
４
月
か
ら
翌
年
１
月

ま
で
の
10
期
で
す
。

激
変
緩
和
措
置

平
成
17
年
度
の
税
制
改
正
に

よ
り
、
市
町
村
民
税
が
課
税
に

な
る
人
で
、
地
方
税
法
上
の
市

町
村
民
税
の
経
過
措
置
対
象
に

な
っ
た
人
ま
た
は
経
過
措
置
対

象
に
な
っ
た
人
の
影
響
で
、
介

護
保
険
料
の
所
得
段
階
が
上
が

る
人
に
つ
い
て
は
、
激
変
緩
和

措
置
と
し
て
、
介
護
保
険
料
の

引
き
上
げ
を
段
階
的
に
行
い
ま

す
。対

象
と
な
る
人
に
は
、
７
月

に
送
付
す
る
通
知
書
で
具
体
的

な
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

特
別
徴
収

平
成
18
年
10
月
か
ら
、
こ
れ

ま
で
の
老
齢
・
退
職
年
金
に
加

え
、
遺
族
年
金
と
障
害
年
金
が

介
護
保
険
料
特
別
徴
収
（
年
金

か
ら
の
天
引
き
）
の
対
象
に
な

り
ま
す
。

介
護
保
険
料�

平
成
　
年
度
の
�

18

■
暫
定
賦
課

介
護
保
険
料
の
算
出
根
拠
と

な
る
税
デ
ー
タ
は
、
年
度
当
初

は
ま
だ
決
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
４
月
か
ら
６
月

ま
で
の
３
カ
月
間
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
（
平
成
17
年
度
）
の
税

デ
ー
タ
に
基
づ
き
計
算
し
た
所

得
段
階
保
険
料
の
年
額
の
10
分

の
１
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
料

と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
暫
定
賦
課
と
い
い
ま

す
。（
表
（２）
参
照
）

■
確
定
賦
課

平
成
18
年
度
の
税
デ
ー
タ
が

確
定
す
る
と
、
そ
れ
を
根
拠
と

し
て
年
間
の
介
護
保
険
料
を
決

定
し
ま
す
。

こ
れ
を
確
定
賦
課
と
い
い
ま

す
。確

定
賦
課
で
決
定
し
た
年
間

保
険
料
額
か
ら
暫
定
賦
課
額
を

差
し
引
い
た
残
額
が
、
７
月
か

ら
翌
年
１
月
ま
で
の
７
カ
月
間

で
納
付
し
て
い
た
だ
く
保
険
料

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
１
０
０
円
未
満
の
端

数
は
、
第
４
期
（
７
月
）
に
上

乗
せ
さ
れ
ま
す
。（
表
（２）
参
照
）

�
第１段階�
�

第２段階�
�

第３段階�
�

第４段階�
�

第５段階�
�第６段階�

生活保護の受給者�
老齢福祉年金受給者で世帯全員が市町村民税非課税�
　�
本人の課税年金収入額と合計所得金額の合計が�
80万円以下で、世帯全員が市町村民税非課税�
　�
世帯全員が市町村民税非課税で第2段階に該当しない�
　�
本人は市町村民税非課税であるが、世帯の中に市町村�
民税を課税されている人がいる�
　�
本人が市町村民税課税で合計所得が200万円未満�
　�
本人が市町村民税課税で合計所得が200万円以上�

�
基準額×0.5�
�

基準額×0.5�
�
基準額×0.75�
�
　 基準額�
�
基準額×1.25�
�基準額×1.5

�
24,000円�

�

24,000円�
�

36,000円�
�

48,000円�
�

60,000円�
�72,000円�

所得段階� 対象者� 負担割合� 年間保険料額�

表(１)

表(２)

暫定賦課� 確　定　賦　課�

1期�
（4月）�

3,600円�

2期�
（5月）�

3,600円�

3期�
（6月）�

3,600円�

4期�
（7月）�

5,400円�

5期�
（8月）�

5,300円�

6期�
（9月）�

5,300円�

7期�
（10月）�

5,300円�

8期�
（11月）�

5,300円�

9期�
（12月）�

5,300円�

10期�
（翌年1月）�

5,300円�

例  平成17年度の税データで計算した年間保険料額…3万6000円　�

     平成18年度の税データで計算した年間保険料額…4万8000円　
の場合�
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宮
川
沿
岸
で

本
格
的
な
床
上
浸
水
対
策
事
業
を
開
始
し
ま
す

平
成
16
年
９
月
29
日
、
台
風
21
号
と
秋
雨
前
線
に
よ
り
、
三
重

県
は
記
録
的
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
各
地
で
甚
大
な
災
害
が
発
生

し
ま
し
た
。

特
に
宮
川
で
は
、
計
画
高
水
位
を
上
回
る
出
水
と
な
り
、
中
流

部
右
岸
に
位
置
す
る
中
島
２
丁
目
か
ら
佐
八
町
で
は
、
宮
川
本
川

か
ら
の
は
ん
ら
ん
に
よ
り
、
床
上
浸
水
１
１
４
戸
、
床
下
浸
水
45

戸
、
浸
水
面
積
37
・
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
及
ぶ
深
刻
な
浸
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

こ
の
被
害
を
受
け
、
国
土
交
通
省
三
重
河
川
国
道
事
務
所
は
、

宮
川
右
岸
緊
急
対
策
と
し
て
、
平
成
16
年
度
か
ら
宮
川
右
岸
の
無

堤
区
間
で
堤
防
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
18
年
度
か
ら
は
、
度
重
な
る
床
上
浸
水
被
害
な

ど
の
解
消
を
図
る
た
め
、
平
成
22
年
度
を
完
成
目
標
と
し
た
「
床

上
浸
水
対
策
特
別
緊
急
事
業
」
に
着
手
し
ま
す
。

宮
川
右
岸
緊
急
対
策
と
し
て
進
め
ら
れ
て
い
た
堤
防

整
備
工
事
が
終
了
し
、
次
の
区
間
で
堤
防
が
完
成
し
ま

し
た
。

大
倉
地
区

築
堤
護
岸
　
１
０
０
ｍ

辻
久
留
地
区

築
堤
護
岸
　
１
８
０
ｍ
、
樋
門
・
樋
管

１
基

玉城町

辻
久
留
・
大
倉
地
区
の
一
部
で
新
堤
防
が
完
成

堤防整備のイメージ

◎樋門・樋管の設置場所

「床上浸水対策 特別緊急事業」�
国土交通省が�

「床上浸水対策 特別緊急事業」�特別緊急事業」�特別緊急事業」�
国土交通省が�

に着手！�
出張所（1O1018)   宮川・横輪川改修対策室（1K5641)
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観
測
史
上
最
高
の
雨
と
水
位
を

記
録
（
平
成
16
年
９
月
出
水
）

宮
川
上
流
部
の
宮
川
村
に
設

置
さ
れ
て
い
る
宮
川
雨
量
観
測

所
で
は
、
１
時
間
当
た
り
の
雨

量
と
し
て
は
観
測
史
上
最
高
の

１
１
９
㎜
を
記
録
し
ま
し
た
。

ま
た
、
岩
出
水
位
観
測
所

（
玉
城
町
）
で
も
、
観
測
史
上

最
高
の
水
位
10
・
16
ｍ
を
記
録

し
ま
し
た
。

�

 地  区  名 床上浸水 床下浸水�

 中島・大倉地区周辺 114 45�

 横輪川周辺 63 10�

 そのほか（神薗町） 1 1�

 合　計 178 56

市内浸水家屋戸数　　　　　　　           （単位：戸） 

雨
量
の
記
録
と
被
害
状
況

宮
川
の
状
況

度
会
橋

伊勢市

宮　川

事業箇所 宮川沿岸（中島２丁目～佐八町）

事 業 費 約114億円

実施期間 平成18年度～22年度（完成予定）

事業内容 築堤護岸　約3.5㎞、樋門・樋管の設置９基

そのほか一式

市
内
の
被
害
状
況

宮
川
の
水
位
上
昇
に
よ
り
、

川
か
ら
溢
れ
た
水
で
、
中
島
２

丁
目
〜
佐
八
町
で
床
上
・
床
下

浸
水
が
発
生
し
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
宮
川
の
支
川
で

あ
る
横
輪
川
で
は
、
堤
防
が
決

壊
し
て
は
ん
ら
ん
が
起
き
、
多

く
の
家
屋
な
ど
が
浸
水
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

事業概要

至
伊勢市駅

至
松阪市

「床上浸水対策  特別緊急事業」�
国土交通省が�

「床上浸水対策  特別緊急事業」�「床上浸水対策 「床上浸水対策 
国土交通省が�国土交通省が�

宮川直轄�
国土交通省　三重河川国道事務所宮川　
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パルティ4コマ劇場

中
に
は
、
事
業
に
関
連
す
る

物
品
の
販
売
や
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
な
ど
で
、
別
途
収
益
を
得

て
い
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
も
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
場

合
は
、
税
制
の
問
題
も
含
め
、

制
度
上
、
な
か
な
か
人
件
費
に

使
え
る
ほ
ど
の
収
益
を
上
げ
る

の
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。

そ
れ
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
と
い

う
の
は
、
収
益
事
業
が
案
外
苦

手
な
こ
と
が
多
い
の
で
す
。

パ
ル
テ
ィ
い
せ
情
報

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

た
だ
い
ま
活
躍
中
！

（第3回）

（
1
Q
５
９
０
７
）

櫂
我
節

か
い
わ
ら
ぶ
し

保
存
会

民
を
救
う
は
　
刃

や
い
ば

に
あ
ら
ず

握
り
締
め
た
る
　
櫂
こ
そ
剣
つ
る
ぎ

宵
夜
さ
（
月
明
か
り
の
な
い
夜
に
）

勢
威
矢（
勢
い
矢
の
ご
と
く
出
航
し
よ
う
ぞ
）

や
れ
漕
げ
　
そ
れ
漕
げ

や
れ
漕
げ
　
そ
れ
漕
げ

船
と
船
と
を
　
つ
な
ぎ
合
わ
せ

漕
い
で

目
指
す
は

宝
の
海
よ

鰐
鮫
わ

に

の
群
れ
を

ま
た
い
で
進
む

御
飯
ま

ま

と
泣
く

子
が

居
る
ほ
ど
に

丈
は
３
間
　
横
幅
５
尺

戸
板
１
枚

挟
ん
で

極
楽
地
獄

こ
れ
は
、
「
櫂
我
節
」
の
一

節
で
す
。
櫂
我
節
は
、
民
衆
を

飢
饉
か
ら
救
っ
た
英
雄
「
櫂
我

衆
」
の
弱
者
救
済
を
描
い
た
漁

師
唄
で
す
。

櫂
我
節
保
存
会
は
、
５
５
０

年
以
上
前
か
ら
伊
勢
志
摩
地
方

の
漁
村
に
口
承
さ
れ
て
い
る
櫂

我
節
を
、
保
存
・
継
承
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
結
成
さ

れ
ま
し
た
。

現
在
、会
員
数
は
約
30
人
で
、

老
人
ホ
ー
ム
な
ど
へ
の
慰
問
活

動
を
行
っ
た
り
、
伊
勢
楽
市
・

河
崎
天
王
祭
・
伊
勢
お
お
ま
つ

り
な
ど
の
春
夏
秋
冬
の
イ
ベ
ン

ト
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

筋
骨
た
く
ま
し
い
漁
師
唄
で

あ
る
た
め
、
激
し
く
ア
ッ
プ
テ

ン
ポ
な
踊
り
は
、
若
者
た
ち
に

も
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

音
楽
活
動
を
通
し
て
、
世
代

間
交
流
や
子
ど
も
の
健
全
育
成
、

ひ
い
て
は
地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
け
る
よ
う
に
努
め
て

い
ま
す
。

命
を
か
け
て
民
を
救
っ
た
漁

師
の
心
意
気
は
も
と
よ
り
、
演

舞
を
郷
土
文
化
と
し
て
後
世
ま

で
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

代
表

飯
田
　
仁

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
人
件
費
っ
て
？

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
事
務
員
な
ど

を
雇
用
す
る
た
め
に
は
、
ど
う

し
て
も
人
件
費
が
必
要
で
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
に
は
、
介
護
保

険
事
業
な
ど
、
制
度
に
基
づ
い

て
収
益
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
多
く
の

事
業
で
は
収
益
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
継
続
し
て
活

動
を
し
て
い
く
た
め
に
は
、
企

業
と
同
等
の
営
業
力
や
事
業
推

進
能
力
、
事
務
処
理
能
力
な
ど

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
必
要
で
、

こ
れ
ら
は
、
ほ
と
ん
ど
解
決
で

き
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
収
益
を
上

げ
て
い
い
の
か
？
」
と
い
う
考

え
方
も
あ
り
ま
す
が
、
事
業
を

す
る
以
上
は
、
お
金
が
か
か
り

ま
す
。

そ
れ
に
、
公
益
活
動
を
す
る

人
材
を
雇
用
す
る
こ
と
は
、
わ

た
し
た
ち
の
財
産
に
な
り
、
新

し
い
経
済
活
動
の
創
出
と
い
う

経
済
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
が
収
益
を
求
め

る
こ
と
に
、
ち
ょ
っ
と
だ
け
理

解
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

No.3

管
理
運
営
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
い
せ
コ
ン
ビ
ニ
ネ
ッ
ト
1
J
４
３
８
５

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　http://skc.e

-ise
.ne
t

Ｅ
メ
ー
ル
ア
ド
レ
スskc@

e
-ise
.ne
t

老人保健施設の利用者の
話を熱心に聞く若い会員
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図書館だより
伊勢図書館 121-0077 FAX21-0078 小俣図書館 129-3900 FAX29-3902

■利用案内
開館時間 火曜日～金曜日…午前9時～午後7時

土曜日・日曜日・休日・祝日…午前9時～午後5時

■おはなし会

とき 毎週土曜日、午後2時30分～

ところ 1階・児童書コーナー　

■ビデオの日

とき 5月14日（日）、午後1時30分～

ところ 2階・視聴覚室

内容 「クレオパトラ」

■図書館施設利用抽選会（7～9月分）

とき 5月2日（火）、午前10時～（受付は午前9時50分～）

ところ 2階・視聴覚室

■新刊案内

＜一般書＞
● 手で作る本
● 病気がわかるからだのビジュアル百科
● 花粉症ふっとばし完全カタログ
● 革の技法　楽しむための基本集
● 愛は、むずかしい　

＜児童書＞
● 平和への夢　自爆攻撃にまきこまれた少女の日記
● 昔の子どものくらし事典
● 黒猫が海賊船に乗るまでの話
● フェリックスと異界の伝説３　禁断の呪文
● わがままなおにわ

■利用案内
開館時間 午前9時～午後7時

…休館日� …おはなし会� …午後7時まで開館� …ビデオの日�

日 月 火 水 木 金 土�

　 1  2  3  4  5  6  

7  8  9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28  � 29� 30� 31

（5月）�

…休館日� …上映会�…おはなし会�

日 月 火 水 木 金 土�

　 1  2  3  4  5  6  

7  8  9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28  � 29� 30� 31

（5月）�

■おはなし会

赤ちゃんおはなし会

とき 5月11日（木）、午前11時～

たんぽぽおはなし会

とき 5月13日（土）、午後3時～

図書館おはなし会

とき 5月27日（土）、午後3時～

※いずれも場所は、1階・おはなしのへやです。

■上映会

とき 5月20日（土）、午後2時～

ところ 2階・視聴覚室

内容 「やっぱりママがすき」

（こども向けアニメ・ハローキティシリーズ）

■ギャラリー展示

書道サークル展

とき 5月17日（水）～22日（月）、午前9時～午後7時（初日

は午後1時から、最終日は午後3時まで）

手編み作品展

とき 5月24日（水）～29日（月）、午前9時～午後7時（最終

日は午後3時まで）

※いずれも場所は2階です。

■パソコン教室

日程については同館へお問い合わせください。

■新刊案内

＜一般書＞
● これ以上やさしく書けない金融のはなし
● 図解ダイエット×ダイエット　きっと見つかる！あな

たにあったダイエット法
● 自立をささえるケア
● 教室の正義　闇からの声
● 山好き女教師の定年退職　余命七年の憂うつ
● 八十四歳。英語、イギリス、ひとり旅

＜児童書＞
● わくわく理科タイム　不思議いっぱい！サイエンス
● こわい！あぶない！シンナー・薬物はキケン！？
● チャレンジミッケ！２　ゆめのまち
● 進化のはなし　地球の生命はどこからきたか
● こぶたのおひるね（紙芝居）
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こ
の
事
業
は
、
昭
和
62
年
か

ら
旧
伊
勢
市
で
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
５
つ
の
自
治
会
か
ら

３
人
ず
つ
選
出
さ
れ
た
推
進
委

員
に
、
地
元
で
の
懇
談
会
２
回

を
含
め
、
年
９
回
の
研
修
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

平
成
17
年
度
の
第
１
〜
３
回

の
研
修
で
は
、推
進
委
員
か
ら
、

「
今
、
何
も
問
題
が
な
い
の
に

ど
う
し
て
こ
ん
な
研
修
を
す
る

の
か
」
「
何
で
今
さ
ら
、
何
も

し
な
い
ほ
う
が
い
い
」「
必
要
な

い
こ
と
を
わ
ざ
わ
ざ
知
ら
せ
な

く
て
も
」
「
自
分
は
何
も
差
別

し
て
い
な
い
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
、研
修
を
す
る
こ
と
に
、

あ
ま
り
気
乗
り
し
て
い
な
い
よ

う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
、第
４
回
の
研
修
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
（
屋
外
調

査
）
を
行
い
、
同
和
対
策
事
業

前
の
生
活
の
様
子
や
、
ま
ち
の

変
遷
、
住
民
の
声
と
し
て
の
母

親
の
願
い
を
聞
き
取
っ
て
も
ら

っ
た
と
こ
ろ
、
推
進
委
員
の
表

情
に
変
化
が
表
れ
ま
し
た
。

「
勉
強
不
足
を
思
い
知
っ
た
」

「
大
変
恥
ず
か
し
い
思
い
で
あ

る
」
「
自
分
自
身
も
変
わ
る
べ

き
だ
と
感
じ
た
」
「
同
和
教
育

の
必
要
性
を
感
じ
る
。
小
・
中

学
校
か
ら
き
ち
ん
と
教
え
る
べ

き
」
「
今
ま
で
周
り
で
聞
い
て

い
た
こ
と
と
違
う
」
な
ど
の
感

想
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
７
・
８
回
の
研
修
で
は
、

推
進
委
員
が
企
画
・
運
営
を
す

る
地
元
啓
発
を
、
12
〜
１
月
に

か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
会

で
開
催
し
ま
し
た
。

地
元
の
人
た
ち
か
ら
出
て
き

た
意
見
は
、
当
初
推
進
委
員
が

抱
い
て
い
た
も
の
と
同
じ
で
、

「
同
和
同
和
と
い
う
か
ら
差
別

が
な
く
な
ら
ん
の
や
」と
い
う
、

い
わ
ゆ
る
「
寝
た
子
を
起
こ
す

な
論
」
で
し
た
。

こ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の
意
見

に
つ
い
て
、
研
修
し
た
こ
と
を

基
に
、
誤
っ
た
認
識
や
偏
見
を

正
そ
う
と
す
る
取
り
組
み
を
行

い
ま
し
た
。

あ
る
推
進
委
員
は
、
地
元
啓

発
に
お
招
き
し
た
講
師
の
話
の

中
の
、
「
寝
た
子
起
こ
し
の
子

ど
も
は
、
本
当
は
寝
て
い
な
い

ん
で
す
よ
」と
い
う
言
葉
か
ら
、

「
ふ
と
目
が
覚
め
た
わ
た
し
こ

そ
が
、
寝
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
」
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ

た
と
言
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
の
周
り
で
は
、

根
拠
の
な
い
う
わ
さ
や
言
い
伝

え
が
ま
だ
ま
だ
散
漫
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
言
葉
を
う
の
み

に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
で

判
断
す
る
人
権
感
覚
を
身
に
付

け
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
事
業
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
、
市
町
村
合
併
後
の
す
べ

て
の
自
治
会
を
対
象
と
し
て
実

施
し
ま
す
。
さ
ら
に
多
く
の
皆

さ
ん
に
推
進
委
員
に
な
っ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

★�

★�

★�

★�

★�
★�

人権シリーズ�

一人ひとりが輝くために�

人権政策課（1K5546）�

(No.4)

～同和問題地域啓発事業の�
取り組みから～�

軽
自
動
車
税
（
市
税
）
と
自

動
車
税
（
県
税
）
は
、
納
期
限

ま
で
に
金
融
機
関
な
ど
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
軽
自
動
車
税
は
、
市

役
所
収
税
課
・
各
総
合
支
所
税

務
課
・
各
支
所
で
、
自
動
車
税

は
、
伊
勢
県
税
事
務
所
（
県
伊

勢
庁
舎
１
階
）
で
納
め
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

平
日
の
納
付
が
困
難
な
人
は
…

■
軽
自
動
車
税
と
自
動
車
税
の

出
張
窓
口

市
役
所
収
税
課
と
伊
勢
県
税

事
務
所
と
の
合
同
で
、
次
の
と

お
り
出
張
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。

な
お
、
当
日
納
付
を
す
る
人

は
、
必
ず
納
税
通
知
書
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。

と
き

５
月
27
日
（土）
・
28
日
（日）
、

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

と
こ
ろ

イ
オ
ン
ラ
ラ
パ
ー
ク

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
小

木
町
）

内
容

軽
自
動
車
税
・
自
動
車

税
の
納
付
受
付
、
納
税
相
談

■
自
動
車
税
の
休
日
窓
口

と
き

５
月
27
日
（土）
・
28
日
（日）
、

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

と
こ
ろ

伊
勢
県
税
事
務
所

内
容

自
動
車
税
の
納
付
受
付
、

納
税
相
談

■
自
動
車
税
の
窓
口
業
務
を

延
長伊

勢
県
税
事
務
所
は
、
５
月

25
日
（木）
・
26
日
（金）
・
29
日
（月）
〜

31
日
（水）
に
、
窓
口
業
務
を
午
後

８
時
ま
で
延
長
し
、
自
動
車
税

の
納
付
と
納
税
相
談
を
行
い
ま

す
。

収
税
課
（
1
K
５
５
３
７
）�

伊
勢
県
税
事
務
所
（
1
Q
５
１
２
７
）�

軽
自
動
車
税
（
市
税
）
と�

自
動
車
税
（
県
税
）
の
納
期
限
で
す�

５
月
31
日
（水）
は�
�
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軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

課
税
課
軽
自
動
車
税
担
当

（
1
K
５
５
３
１
）

平
成
18
年
度
の
軽
自
動
車
税

の
納
税
通
知
書
は
、
５
月
上
旬

に
お
届
け
し
ま
す
。

な
お
、
平
成
18
年
度
か
ら
、

口
座
振
替
を
利
用
し
て
い
る
人

へ
の
納
税
通
知
書
が
、
は
が
き

に
変
更
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
軽
自
動
車
税
に
つ
い

て
は
、
従
来
の
収
納
金
融
機
関

に
加
え
て
、
平
成
18
年
度
か
ら

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
郵

便
局
で
も
納
め
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で

納
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
た
納

付
書
で
、
取
り
扱
い
有
効
期
限

は
、
５
月
31
日
（水）
ま
で
で
す
。

バイク（原動機付自転車）の盗難に遭
あ

っ

た場合、手続きはどうすればいいの？

警察に盗難届を提出してください。提出時には、盗難届の受理年

月日、届け出の警察署名、盗難届受理番号を控えておいてください。

盗難届の提出後、印章を持参して、市役所課税課で廃車の手続きをし

てください。（廃車手続きをしないと、翌年度以降も軽自動車税が課税

されます）

バイク（原動機付自転車）を譲りたいので

すが、手続きはどうすればいいの？

伊勢市のナンバープレートが付いている

車両を市内の人に譲る場合は、標識交付

証明書、新・旧所有者の印章を持参して、市

役所課税課または各総合支所税務課で名義変更手続きをしてください。

伊勢市以外の人に譲る場合は、ナンバープレート、標識交付証明書、

所有者の印章を持参して、廃車手続きをし、交付された廃車申告受付

書を新所有者に渡してください。

また、譲る車両が廃車手続き済みの場合は、廃車申告受付書、譲渡

証明書、印章を持参して、新所有者の登録手続きをしてください。

軽自動車税の

Ｑ＆Ａ
Q

Q

A

A

皆さんからのよくある質問にお答えします。

伊
勢
の
夏
の
風
物
詩
「
伊
勢

神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
」が
、

お
木
曳
行
事
記
念
と
し
て
、
７

月
15
日
（土）
（
荒
天
の
場
合
は
16

日
（日）
に
延
期
）に
行
わ
れ
ま
す
。

有
料
観
覧
席
を
販
売

中
島
側
観
覧
席

（
観
光
政
策
課
が
販
売
）

と
き

５
月
23
日
（火）
、
①
午
前

８
時
30
分
〜
正
午
、
②
午
後
１

時
〜
５
時
15
分

と
こ
ろ

①
い
せ
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
北
館
（
伊
勢
シ
テ
ィ
ー

プ
ラ
ザ
）
１
階
ホ
ー
ル
、
②
市

役
所
本
館
２
階
・
観
光
政
策
課

観
覧
席
の
場
所

右
図
の
と
お
り

料
金

●

さ
じ
き
席

（
１
マ
ス：

６
人
ま
で
）

１

１
万
５
０
０
０
円

２

１
万
２
０
０
０
円

●

個
人
自
由
観
覧
席

１
人
に
つ
き
１
５
０
０
円

※
当
日
の
午
前
８
時
ご
ろ
か
ら
、

同
セ
ン
タ
ー
の
外
宮
側
出
入
り

口
で
整
理
券
を
配
布
し
、
入
場

を
開
始
し
ま
す
。
（
入
場
開
始

前
は
入
れ
ま
せ
ん
）

ま
た
、
５
月
24
日
（水）
以
降
の

販
売
は
、
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ

ン
ス
ス
ト
ア
（
一
部
の
店
舗
を

除
く
）
、
観
光
政
策
課
な
ど
で

行
い
ま
す
。

な
お
、個
人
自
由
観
覧
席
は
、

二
見
・
小
俣
・
御
薗
総
合
支
所

地
域
振
興
課
、
外
宮
前
観
光
案

内
所
、
神
宮
会
館
で
も
販
売
し

ま
す
。

川
端
側
観
覧
席

（
川
端
町
自
治
会
が
販
売
）

と
き

６
月
１
日
（木）
か
ら

と
こ
ろ

尾
崎
咢
堂
記
念
館

料
金

１
マ
ス
６
０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

川
端
町
区
長：

松
田
さ
ん
（
1
L
２
２
２
８
）

河
川
敷
内
で
観
覧
用
の
場
所

取
り
が
行
わ
れ
る
と
、
大
会
の

施
設
工
事
な
ど
に
支
障
が
出
る

た
め
、
告
知
す
る
こ
と
な
く
撤

去
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宮川�

宮川宮川�
グラウンドグラウンド�
宮川�
グラウンド�

至伊勢市駅�

至松阪�

度会橋�

尾崎咢堂尾崎咢堂�
記念館記念館�
尾崎咢堂�
記念館�花火打上�

現場�
�

川端側観覧席�

個人自由観覧席�

1

2

観光政策課�
（1K5565、K5566）�

伊勢神宮奉納�
全国花火大会の�
有料観覧席を販売�

伊勢神宮奉納�
全国花火大会の�
有料観覧席を販売�

伊勢神宮奉納�
全国花火大会の�
有料観覧席を販売�
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伊
勢
市
の

伊
勢
市
の�

税
金
っ
て
？

金
っ
て
？�

伊
勢
市
の

伊
勢
市
の�

税
金
っ
て
？

金
っ
て
？�

伊
勢
市
の�

税
金
っ
て
？�

第
２
回�

課税課固定資産税係

（1K5532・K5533）

今回は、土地・家屋を売買したときの

「固定資産税」についてお知らせします。

土
地
や
家
屋
を
売
買
す
る
と

き
に
、
税
金
を
買
主
が
負
担
す

る
と
い
う
契
約
を
し
て
い
る
場

合
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
売
買
契
約
に
基

づ
く
も
の
で
、
売
主
と
買
主
と

の
約
束
事
で
す
。

ま
た
、「
売
主
と
買
主
と
で
、

年
度
途
中
に
税
金
の
納
付
を
分

け
た
い
の
で
す
が
」
と
い
う
要

望
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
固
定
資
産
税
は
、
毎
年

１
月
１
日
現
在
で
、
土
地
や
建

物
な
ど
を
法
的
に
所
有
し
て
い

る
人
に
課
税
さ
れ
ま
す
。

こ
の
場
合
、
年
の
途
中
に
所

有
者
が
変
更
に
な
っ
て
も
、
納

税
の
義
務
は
１
月
１
日
現
在
の

所
有
者
に
あ
り
ま
す
。

■年の途中で土地や家屋の売買があった場合、

固定資産税はだれが納めるの？

（7月に、中古住宅を購入した場合…）

１

２

３

４

ついにマイホーム
を購入したよ。

それで、固定
資産税はだれ
が払えばいい
の？

そうか、税法上
は、今年はまだ
納税の義務はな
いんだね。

お答えしましょう。
固定資産税は、毎年1月
1日現在の所有者にかか
ります。

©MPC

©MPC

©MPC

©MPC
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■
ご
存
知
で
す
か
？

民
生
委
員
・
児
童
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
、

市
民
の
立
場
に
立
ち
、
市
民
と

と
も
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。生

活
に
困
っ
て
い
る
人
、
一

人
暮
ら
し
の
高
齢
者
で
心
配
ご

と
の
あ
る
人
、
児
童
に
関
す
る

こ
と
な
ど
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
相
談

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
児
童
の
相
談
・
支
援

を
専
門
に
担
当
す
る
「
主
任
児

童
委
員
」
も
い
ま
す
。

あ
な
た
の
相
談
相
手
〜
民
生

委
員
・
児
童
委
員
は
い
つ
も
そ

ば
に
い
ま
す
〜

■
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？

●

地
域
調
査

市
民
の
日
常
的
な
実
態
を
把

握
し
ま
す
。

●

相
談

皆
さ
ん
の
心
配
事
な
ど
に
、

親
身
に
な
っ
て
相
談
に
乗
り
ま

す
。

●

情
報
提
供

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
皆

さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

連
絡
事
項

必
要
に
応
じ
た
福
祉
サ
ー
ビ

ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
関
係

機
関
と
の
つ
な
ぎ
役
を
し
ま
す
。

●

児
童
・
生
徒
の
健
全
育
成

子
ど
も
の
健
や
か
な
育
成
の

た
め
の
地
域
活
動
を
進
め
ま
す
。

●

地
域
安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
の

た
め
に
、
パ
ト
ロ
ー
ル
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

登
下
校
の
見
守
り

学
校
の
登
下
校
時
に
合
わ
せ

て
、
危
険
個
所
の
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●

福
祉
施
設
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
や
障

害
者
施
設
な
ど
を
訪
問
し
、
作

業
の
お
手
伝
い
を
す
る
な
ど
、

利
用
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日

児
童
委
員
の
日�
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日�

福
祉
総
務
課
（
1
K
５
５
５
７
）�

活
動
強
化
週
間
　
５
月
12
日
（金）
〜
18
日
（木）�

■
伊
勢
市
民
生
委
員
児
童
委
員

協
議
会
連
合
会

各
地
区
の
会
長
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

ま
た
、
10
地
区
（
委
員
総
数

２
８
７
人
）
会
長
に
中
村
利
子

さ
ん
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

五
十
鈴
地
区

前
島
　
　
賢

倉
田
山
地
区

中
村
　
利
子

厚
生
地
区

村
井
　
　
卓

宮
川
地
区

中
村
千
鶴
子

港
地
区

松
原
　
治
子

北
部
地
区

上
野
富
美
代

南
部
地
区

石
原
　
　
登

二
見
地
区

榎
本
　
弘
子

小
俣
地
区

坂
村
　
春
美

御
薗
地
区

中
西
　
武
男

主
任
児
童
委
員
部
会
長

奥
田
　
敍
子

一人暮らしの高齢者を招いた昼食会 子どもからのお礼の手紙
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小
学
校
５
・
６
年
生
の
子
ど

も
が
い
る
世
帯
や
、
こ
れ
ま
で

所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
て
い

た
た
め
に
手
当
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
世
帯
は
、
手
当
を
受
け

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の

で
、
同
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
、

各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

受
給
資
格
に
該
当
す
る
場
合

で
も
、
申
請
し
な
け
れ
ば
手
当

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
今
回
新
た
に
支
給
対

象
と
な
っ
た
小
学
校
４
〜
６
年

生
の
子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
は
、

４
月
中
に
手
続
き
案
内
を
郵
送

し
て
い
ま
す
。

な
お
、
子
ど
も
の
生
計
を
支

え
て
い
る
人
が
公
務
員
の
場
合

は
、
職
場
で
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
（
市
役
所
へ
の
届

け
出
は
不
要
で
す
）

今
回
の
制
度
改
正
に
よ
り
、

新
た
に
支
給
要
件
に
該
当
す
る

世
帯
は
、
９
月
29
日
（金）
ま
で
に

申
請
を
行
え
ば
、
特
例
的
に
４

月
分
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
手
当
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
申
請
漏

れ
で
あ
っ
た
場
合
や
、
10
月
以

降
に
手
続
き
を
行
っ
た
場
合
に

は
、
申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か

ら
し
か
手
当
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
法
が
改
正
さ
れ
、

子
ど
も
が
小
学
校
を
卒
業
す
る

ま
で
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
併
せ
て
所
得
制
限
限

度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
こ
れ

ま
で
よ
り
も
手
当
が
受
け
や
す

く
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
所
得
が
一
定
額
以

上
の
場
合
は
手
当
を
受
け
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

〜
支
給
の
対
象
は
小
学
校
６
年
生
ま
で
〜

児
童
長
寿
課
（
1
K
５
５
６
１
）

児童手当所得制限限度額表�
（4月１日から適用）�

扶養親族などの数�

0人�

1人�

2人�

3人�

4人�

5人�

国民年金加入者�

4,600,000円�

4,980,000円�

5,360,000円�

5,740,000円�

6,120,000円�

6,500,000円�

厚生年金などの加入者�

5,320,000円�

5,700,000円�

6,080,000円�

6,460,000円�

6,840,000円�

7,220,000円�

●  扶養親族などの数は、税法上の人数です。扶養親族などの数が1人増えるごとに、

38万円を限度額に加算します。��
●  老人扶養親族がある場合は、1人当たり6万円を限度額に加算します。��
● 上記の表と比較する所得は、合計所得金額から児童手当法で定められた再控除を

した後の金額です。�

児
童
手
当
制
度
が
改
正�

手
続
き
を
し
な
い
と

手
当
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

４
月
分
か
ら
手
当
を
受
け
る
た

め
に
は
９
月
末
ま
で
に
申
請
を



平成18年5月号19

新
た
に
対
象
に
な
っ
た
と
き

現
在
、
手
当
を
受
け
て
い
な

い
世
帯
で
、
小
学
校
６
年
生
ま

で
（
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
）
の
子
ど
も
が
い
る
場

合
は
、
「
新
規
認
定
請
求
」
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
17
年
度
所
得
制
限
に
よ

り
受
給
で
き
な
か
っ
た
世
帯
も
、

手
続
き
を
す
れ
ば
受
給
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
ち
物

印
章
（
認
め
印
）
、

申
請
者
名
義
の
金
融
機
関
口
座

番
号
の
控
え（
郵
便
局
を
除
く
）

※
状
況
に
よ
っ
て
は
、
「
年
金

加
入
証
明
書
（
ま
た
は
健
康
保

険
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
）」「
所
得

証
明
書
」
な
ど
の
書
類
が
必
要

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

現
在
、
小
学
校
４
年
生
の

子
ど
も
が
い
る
と
き

新
た
に
手
続
き
を
す
る
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。例
年
ど
お
り
、

６
月
に
現
況
届
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

た
だ
し
、
ほ
か
に
小
学
校
５
・

６
年
生
の
子
ど
も
が
い
る
場
合

は
、
「
額
改
定
請
求
」
の
手
続

き
が
必
要
で
す
。

現
在
、
小
学
校
５
・
６
年
生
の

子
ど
も
が
い
る
と
き

「
額
改
定
請
求
」
の
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
６
月
に
現
況
届
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

持
ち
物

印
章
（
認
め
印
）

手
続
き
方
法
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。

左
記
の
流
れ
図
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
の
生
計
を
支
え
て
い
る
人

は
公
務
員
で
す
か
？

※
た
だ
し
、
日
本
郵
政
公
社
、
国
立
大
学

な
ど
の
独
立
行
政
法
人
に
勤
務
し
て
い
る

場
合
を
除
く
。

平
成
18
年
４
月
現
在
、
小
学
校
６

年
生
以
下
（
平
成
６
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
）
の
子
ど
も
を
養
育

し
て
い
ま
す
か
？

平
成
18
年
３
月
現
在
、
児
童
手
当

（
特
例
給
付
を
含
む
）
の
受
給
者
で

し
た
か
？

平
成
18
年
４
月
現
在
、
小
学
校
５
・

６
年
生
（
平
成
６
年
４
月
２
日
〜

平
成
８
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
の

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
ま
す
か
？

職
場
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当
は
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

「
新
規
認
定
請
求
」
の
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

持
ち
物：

印
章
（
認
め
印
）
、
申
請

者
名
義
の
金
融
機
関
口
座
番
号
の
控

え
（
郵
便
局
を
除
く
）

※
状
況
に
よ
っ
て
は
、「
年
金
加
入
証
明
書

（
ま
た
は
健
康
保
険
証
な
ど
の
コ
ピ
ー
）」「
所

得
証
明
書
」
な
ど
の
書
類
が
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

「
額
改
定
請
求
」
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

持
ち
物：

印
章
（
認
め
印
）

新
た
に
手
続
き
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

スタート

は
い

は
い

は
い

は
い

い
い
え

い
い
え

い
い
え

い
い
え

平
成
18
年
３
月
現
在
、

児
童
手
当
の
受
給
資
格

が
な
か
っ
た
場
合

平
成
18
年
３
月
現
在
、

児
童
手
当
を

受
給
し
て
い
た
場
合
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伊
勢
市
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
Q
２
４
３
５
、
FAX
K
０
６
８
３
）

小
俣
保
健
セ
ン
タ
ー

（
1
L
７
８
７
０
、
FAX
O
９
８
４
４
）

二
見
総
合
支
所

（
1
b
1
1
1
３
、
FAX
c
３
７
５
４
）

御
薗
総
合
支
所

（
1
L
０
２
３
５
、
FAX
R
２
４
０
４
）

保
健
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

〈
参
加
費
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
　
平
日
・
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室
・

マ
マ
の
教
室

〜
赤
ち
ゃ
ん
を迎

え
る
た
め
に
〜

沐
浴

も
く
よ
く

な
ど
の
体
験
を
し
て
い

た
だ
く「
パ
パ
と
マ
マ
の
教
室
」

と
、
お
母
さ
ん
同
士
の
交
流
を

中
心
と
し
た
「
マ
マ
の
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
対
象
・
内
容

下
表
の
と
お
り

定
員

各
40
人
程
度（
先
着
順
）

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

申
込

電
話
ま
た
は
FAX
で
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
へ

乳
が
ん
検
診

と
き

５
月
24
日
（水）
、
①
午
前

９
時
〜
10
時
・
②
午
後
１
時
〜

２
時

と
こ
ろ

①
溝
口
会
館
（
二
見

町
溝
口
）
、
②
今
一
色
公
民
館

（
二
見
町
今
一
色
）

対
象

市
内
在
住
の
人

検
診
内
容

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

ー
（
乳
房
の
Ｘ
線
撮
影
）

定
員

各
40
人
（
先
着
順
）

料
金

１
１
０
０
円
（
当
日
持

参
、
70
歳
以
上
は
無
料
）

持
ち
物

バ
ス
タ
オ
ル

申
込

５
月
１
日
（月）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト

料
理
講
習
会

左
表
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

対
象

市
内
在
住
の
人

定
員

各
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費

４
０
０
円
（
当
日
持

参
）

持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾
、

米
1/2
カ
ッ
プ

申
込

５
月
１
日
（月）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

離
乳
食
教
室

と
き

５
月
18
日
（木）
、
午
前
10

時
30
分
〜
正
午

と
こ
ろ

ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の

対
象

市
内
在
住
の
乳
児
（
生

後
６
カ
月
ま
で
）
の
保
護
者

内
容

離
乳
食
の
お
話
と
試
食

定
員

20
人
（
先
着
順
）

申
込

５
月
１
日
（月）
か
ら
、
電

話
ま
た
は
FAX
で
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
へ

パ
パ
と
マ
マ
の
教
室
�

マ
マ
の
教
室
�

と
き
�と
こ
ろ
�

と
こ
ろ
�

と
き
�

内
　
容
�

内
　
容
�

5月13日（土）､10：00～12：00

5月10日（水）�
13：30～15：30

5月19日（金）�
13：30～15：30

中央保健センター�

市内在住の初妊婦と夫�

小俣保健センター�

市内在住の妊婦�

● 妊婦模擬体験　● 沐浴実習　��
● 保健師のお話��

「赤ちゃんの成長と子育てについて」�

● 保健師のお話��

「みんなで子育て」��

● 絵本のお話�

● 座談会�

● 栄養士のお話�

「妊娠中の�

　　　食生活について」��

● 歯科衛生士のお話�

「妊娠中のお口の�

　　　手入れについて」�

● 座談会�

対象�

対象�

とき� ところ� テーマ�

5月9日（火）�
9：30～13：00
5月20日（土）�
9：30～13：00
5月24日（水）�
9：30～13：00

郷土食�

各会場とも�
内容は同じ�

5月26日（金）�
9：30～13：00
5月29日（月）�
9：30～13：00

小俣保健センター�

伊勢市福祉健康センター�

ハートプラザみその�

三津コミュニティセンター（二見町三津）�

(　　　)
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休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所

休
日
・
夜
間
応
急
診
療
所
は
、

休
日
と
毎
夜
間
、
応
急
的
な
診

療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
診
療
所
で
は
、
地
域
の

医
師
な
ど
が
連
携
し
、
交
代
で

出
務
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
診
療
体
制
が
確
保
さ
れ
て

い
ま
す
。

急
病
に
な
っ
た
と
き
、ま
た
、

救
急
車
を
呼
ぶ
ほ
ど
で
は
な
い

け
れ
ど
、
す
ぐ
に
治
療
を
受
け

た
い
と
き
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、応
急
診
療
所
の
た
め
、

症
状
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
２
次

病
院
な
ど
を
紹
介
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
下
表
の
時
間
以
外
に

診
療
を
受
け
た
い
人
や
重
症
の

人
は
、
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ

ー
（
1
R
１
１
９
９
、
24
時
間

受
付
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

皆
さ
ん
へ

受
診
す
る
と
き
は
、

●

必
ず
保
険
証
と
医
療
受
給
者

証
（
持
っ
て
い
る
人
）
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

●

医
師
に
、
症
状
や
服
用
し
て

5月の主な相談など�

内　　　容� 対　象�と　こ　ろ�月　　日� 時　　間�

 5月 2日 (火)

 5月 9日 (火)

 5月 16日 (火)

 5月 23日 (火)

 5月 9日 (火)

 5月 24日 (水)

 5月 10日 (水)

 5月 18日 (木)

9：30～11：00

13：30～15：00

9：00～11：00

9：30～11：00

13：30～15：00

13：00～15：00

9：30～11：00

13：30～14：30

9：30～11：00

13：00～15：00

1. 各会場で行うもの（お問い合わせは、各会場〈二見老人福祉センターは二見総合支所、ハートプラザみそのは御薗総合支所〉へ）�

2. 南勢志摩県民局保健福祉部（伊勢保健所）で行うもの�

子育て相談�

（乳幼児相談）�

�

成人健康相談�

中央保健センター�

中央保健センター�

二見老人福祉センター�

小俣保健センター�

小俣保健センター�

ハートプラザみその�

ハートプラザみその�

市内在住の人�

中央保健センター�

市内在住の人�

ＨＩＶ検査（エイズ検査）�

こころの健康相談（要予約）�

内　　　容� 日　　　時� 問い合わせ先�

毎週火曜日（8：45～11：00） 5月9日(火)（17：30～19：00）�

 5月25日(木)（13：00～15：00）�
1Q5148

平日�

（月曜日～土曜日）�

日曜日・祝日・�

1／1～1／3

夜間�

（19：30～22：00）�

昼間�

（10：00～12：00）�13：00～17：00

夜間�

（19：30～22：00）�

内科・小児科� 内科医師�

内科医師�

小児科医師�

歯科医師�

内科医師�

小児科医師�

内科・小児科�

内科・小児科�

歯科�

診療日� 診療時間� 当番医師�診療科目�

い
る
薬
な
ど
を
分
か
り
や
す
く

伝
え
ま
し
ょ
う

●

子
ど
も
が
受
診
す
る
と
き
は
、

予
備
の
オ
ム
ツ
や
パ
ン
ツ
な
ど

の
下
着
、
タ
オ
ル
な
ど
を
用
意

し
ま
し
ょ
う



平成18年5月号 22

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う�

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢
伊
勢�
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う�

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢
伊
勢�
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う�

　
き
れ
い
な
ま
ち
・
伊
勢�

資
源
循
環
課
（
1
K
５
５
４
３
）�

ご
み
を
出
す
時
間
を

守
り
ま
し
ょ
う
! !

ご
み
回
収
の
時
間
は
、
ご
み

の
量
や
交
通
事
情
に
よ
り
、
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ご
み
は
、
必
ず
回
収
日
当
日

の
朝
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て

く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
聞
や
段
ボ
ー
ル
な

ど
は
、
品
目
ご
と
に
回
収
し
ま

す
の
で
、
品
目
ご
と
に
分
け
、

回
収
場
所
に
は
品
目
別
に
ま
と

め
て
く
だ
さ
い
。

旧
伊
勢
市
内
の
資
源
回
収
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
回

収
が
終
わ
っ
た
後
に
資
源
物
が

出
さ
れ
る
と
、
近
隣
の
人
の
迷

惑
に
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
含
有
す
る
電
化

製
品
の
処
理
に
つ
い
て

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
含
有
す
る
電

化
製
品
（
家
庭
用
冷
温
風
機
、

除
湿
機
な
ど
）
を
、
伊
勢
広
域

環
境
組
合
（
清
掃
工
場
）
に
搬

入
す
る
場
合
は
、
事
前
に
、
民

間
業
者
で
フ
ロ
ン
ガ
ス
を
除
去

し
て
く
だ
さ
い
。

フ
ロ
ン
ガ
ス
を
除
去
で
き
る

業
者
な
ど
に
つ
い
て
は
、
同
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

御
薗
町
内
の
一
斉
清
掃
を
実
施

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み

の
量
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に

よ
り
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

空
き
缶
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
た

ば
こ
の
吸
い
殻
な
ど
は
、依
然
、

ポ
イ
捨
て
さ
れ
て
い
る
状
況
が

見
受
け
ら
れ
ま
す
。

そ
こ
で
次
の
と
お
り
、
御
薗

町
内
の
一
斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
人
の
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

と
き

５
月
28
日
（日）
、
午
前
８

時
〜
10
時
（
小
雨
決
行
。
荒
天

の
場
合
は
６
月
４
日
（日）
に
延
期
）

※
中
止
の
場
合
は
、
行
政
無
線

お
よ
び
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

集
合
場
所

各
自
治
会
の
指
定

場
所

内
容

町
内
の
道
路
・
排
水
路

な
ど
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
缶
・
び

ん
・
燃
え
る
ご
み
な
ど
を
各
自

治
会
ご
と
に
分
別
し
て
収
集

※
軍
手
、
ご
み
袋
な
ど
は
市
で

用
意
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

御
薗
総
合
支

所
生
活
環
境
課
（
1
L
０
２
３

５
）

５月から、いせトピア敷地内、宮本支所・沼木支所駐車場内に
資源回収ステーションを開設

いせトピア
資源回収ステーション

受入日 毎月第1・3・5月曜日以外
の日（年末年始を除く）
設置場所 いせトピア敷地内の第2
駐車場北側（黒瀬町562－12）
持ち込めるもの 新聞、雑誌類、段
ボール、紙パック、布類、プラスチ
ック製容器包装、ペットボトル、資
源びん、乾電池、蛍光管

沼木資源回収ステーション

受入日 月曜日～金曜日・日曜日
（祝日・年末年始を除く）
設置場所 沼木支所駐車場内（上野
町1215－1）
持ち込めるもの
【物置内】…新聞、雑誌類、段ボー
ル、紙パック、布類、プラスチック製
容器包装、ペットボトル、資源びん
【支所入り口】…乾電池、蛍光管

宮本資源回収ステーション

受入日 月曜日～金曜日・日曜日
（祝日・年末年始を除く）
設置場所 宮本支所駐車場内（前山
町355－4）
持ち込めるもの
【物置内】…新聞、雑誌類、段ボー
ル、紙パック、布類、プラスチック製
容器包装、ペットボトル、資源びん
【支所入り口】…乾電池、蛍光管

共通項目　受入時間 午前9時～午後4時30分　※燃えるごみ・燃えないごみ・粗大ごみは持ち込めません。

物　置�

第２�
駐車場�

芝生広場�

道路�

生涯学習センター�

いせトピア�

蛍光管�

乾電池�

物　置�

宮本支所（事務所）�

道
路
�

物
置
�

入
り
口
�

蛍光管�

沼木支所（事務所）�

物
置
�
道路�

入口�

駐車場�

入り口�

乾電池�

家
庭
用
冷
温
風
機
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市
は
、
身
近
な
生
活
環
境
や

川
・
海
の
自
然
を
守
る
た
め
、

し
尿
や
生
活
雑
排
水
を
き
れ
い

に
す
る
浄
化
槽
の
設
置
を
推
進

し
、
そ
の
設
置
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。

補
助
対
象
の
浄
化
槽

補
助
の
対
象
と
な
る
浄
化
槽

は
、
次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た

す
も
の
で
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽

●

処
理
対
象
人
員
（
人
槽
）
が

10
人
以
下

●

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
化
学
的
酸
素

要
求
量
）
除
去
率
が
90
％
以
上

で
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
20
㎎

／
R
以
下

高
度
処
理
型
浄
化
槽

①
窒
素
ま
た
は
リ
ン
除
去
型

●

処
理
対
象
人
員
（
人
槽
）
が

10
人
以
下

※
専
用
住
宅
や
共
同
住
宅
な
ど

へ
の
設
置
は
、
11
人
以
上
50
人

以
下
で
あ
る
こ
と
。

●

放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
10
㎎
／

R
以
下

●

総
窒
素
濃
度
が
20
㎎
／
R
以

下
ま
た
は
総
リ
ン
濃
度
が
１
㎎

／
R
以
下

②
Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
型

●

処
理
対
象
人
員
（
人
槽
）
が

10
人
以
下

●

Ｂ
Ｏ
Ｄ
除
去
率
が
97
％
以
上

で
、
放
流
水
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
５
㎎

／
R
以
下

浄
化
槽
を

設
置
し
て
い
る
皆
さ
ん
へ

浄
化
槽
の
管
理
者
に
は
、
浄

化
槽
法
で
、
保
守
点
検
・
清
掃
・

法
定
検
査
の
実
施
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

補
助
の
対
象
地
域
と
補
助
金
額

補
助
の
対
象
地
域
は
市
内
全

域
で
す
が
、
公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
処
理
施
設
が
使
用

で
き
る
地
域
や
、
大
型
浄
化
槽

で
共
同
処
理
を
す
る
地
域
は
除

き
ま
す
。

ま
た
、
補
助
金
額
は
下
表
の

と
お
り
で
す
。

た
だ
し
、
既
に
公
共
下
水
道

事
業
の
認
可
を
受
け
て
い
る
地

域
や
、
今
後
新
た
に
公
共
下
水

道
事
業
の
認
可
を
受
け
、
７
年

未
満
の
間
に
供
用
開
始
が
見
込

ま
れ
る
地
域
の
補
助
金
額
は
３

分
の
１
と
な
り
ま
す
。

浄化槽設置の補助金額�

人　　槽�
合併処理浄化槽� 高度処理型浄化槽�

（公共下水道認可区域外のみ）�

（単位：円）�

公共下水道�
認可区域外�

公共下水道�
認可区域内�

①窒素または�
リン除去型� ②BOD除去型�

5人槽�

6～7人槽�

8～10人槽�

11～50人槽�

354,000�

411,000�

519,000�

－�

118,000�

137,000�

173,000�

－�

444,000�

486,000�

576,000�

576,000

489,000�

654,000�

903,000�

－�

〜
生
活
環
境
を
守
る
た
め
に
〜
�

環
境
政
策
課
（
1
K
5
5
4
0
）
�

浄
化
槽
設
置
に

浄
化
槽
設
置
に
�

補
助
金
を
交
付

補
助
金
を
交
付
�

浄
化
槽
設
置
に
�

補
助
金
を
交
付
�

こ
の
う
ち
法
定
検
査
は
、
三

重
県
知
事
の
指
定
を
受
け
た
（社）

三
重
県
水
質
保
全
協
会
が
実
施

し
ま
す
。

同
協
会
か
ら
各
家
庭
に
法
定

検
査
実
施
の
案
内
が
届
き
ま
す

の
で
、
必
ず
検
査
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

検
査
時
期
は
、
浄
化
槽
使
用

開
始
の
３
〜
８
カ
月
後
（
７
条

検
査
）
と
、
そ
の
後
は
年
１
回

（
11
条
検
査
）
で
す
。

浄
化
槽
を
正
し
く
管
理
す
る

こ
と
で
、
川
や
海
を
汚
染
か
ら

守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
下
水
道
の
供
用
が
開
始
さ
れ

て
も
、
下
水
道
に
接
続
す
る
ま

で
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点
検
・

清
掃
・
法
定
検
査
を
実
施
し
て

く
だ
さ
い
。

※
悪
質
な
点
検
商
法
に
よ
る
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

（社）
三
重
県
水

質
保
全
協
会
（
1
津
０
５
９
・

２
２
６
・
０
０
１
０
）
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市
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
独
立
行
政
法
人

国
際
協
力
機
構
）
が
行
う
「
青
年
招
へ

い
事
業
」
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

青
年
招
へ
い
事
業
と
は
、
技
術
協
力

の
一
環
と
し
て
、
開
発
途
上
国
か
ら
将

来
の
国
づ
く
り
を
担
う
青
年
を
招
き
、

専
門
的
分
野
に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
を
提

供
す
る
も
の
で
す
。

今
回
は
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
か
ら
、
保

健
医
療
分
野
に
携
わ
る
青
年
27
人
（
20

〜
35
歳
の
男
女
）
が
、
８
日
間
の
日
程

で
伊
勢
市
を
訪
れ
ま
す
。

期
間
中
は
、
病
院
な
ど
の
保
健
医
療

施
設
の
視
察
と
、
２
泊
３
日
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
行
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
受
け
入

れ
家
庭
と
な
る
「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

を
募
集
し
ま
す
。

募
　
集�

「
無
事
故
・
無
違
反

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
２
３
」
の

参
加
者
を
募
集

三
重
県
生
活
部
交
通
安
全
室
内
・
チ
ャ
レ
ン
ジ

実
行
委
員
会
事
務
局
（
1
津
０
５
９
・
２
２

４
・
２
４
１
０
）

国
境
を
越
え
て
、
新
し
い
家
族
を
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き

７
月
14
日
（金）
の
夜
か
ら
16
日
（日）

ま
で
の
２
泊
３
日

対
象

複
数
世
代
（
２
世
代
以
上
）
で

住
ん
で
い
る
家
庭

募
集
数

27
家
庭
（
申
込
多
数
の
場
合

は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
経
験
が
少

な
い
家
庭
を
優
先
）

申
込

５
月
１
日
（月）
〜
31
日
（水）
に
同

課
へ伊

勢
市
を
訪
れ
る
の
は
、
フ
ラ
ン
ス

語
圏
諸
国
の
青
年
で
す
が
、
英
語
が
話

せ
る
人
も
い
ま
す
。（
緊
急
の
場
合
は
、

待
機
し
て
い
る
青
年
の
担
当
係
へ
連
絡

が
で
き
ま
す
）

ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
信
仰
し
て
い

る
の
で
、
生
活
・
食
事
・
習
慣
な
ど
に

配
慮
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
皆
さ
ん
の
交

通
マ
ナ
ー
の
向
上
と
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
期
間

７
月
１
日
（土）
〜
10

月
31
日
（火）
（
１
２
３
日
間
）

対
象

運
転
免
許
を
取
得
し
て
い
る
人

※
１
チ
ー
ム
（
５
人
）
単
位
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
な
お
、
５
人
全
員
が

65
歳
以
上
の
場
合
は
、
シ
ル
バ
ー
チ
ー

ム
と
な
り
ま
す
。

参
加
費

１
人
に
つ
き
１
０
０
０
円

申
込

５
月
８
日
（月）
〜
６
月
30
日
（金）
に

同
事
務
局
へ

※
申
込
書
は
、
５
月
８
日
（月）
以
降
に
、

市
役
所
、
県
内
各
警
察
署
な
ど
に
配
置

し
ま
す
。

無
事
故
・
無
違
反
達
成
チ
ー
ム
に
は
、

抽
選
で
、
50
万
円
分
を
は
じ
め
と
す
る

旅
行
券
な
ど
を
共
通
賞
品
と
し
て
進
呈

し
ま
す
。

ま
た
、
シ
ル
バ
ー
チ
ー
ム
に
は
、
抽

選
で
１
チ
ー
ム
に
、
シ
ル
バ
ー
賞
（
10

万
円
分
の
旅
行
券
）
を
進
呈
し
ま
す
。

な
お
、
共
通
賞
品
と
の
重
複
当
選
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「交流パーティ」でのホストファミリーと青年

応
募
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
・

通
学
し
て
い
る
満
20
歳
以
上
（
５
月
15

日
現
在
）
の
人

※
現
在
選
任
さ
れ
て
い
る
伊
勢
市
環
境

審
議
会
委
員
を
除
く
。

内
容

市
長
の
諮
門
機
関
と
し
て
、
会

議
に
出
席
し
、
環
境
保
全
に
関
す
る
基

本
的
事
項
な
ど
に
つ
い
て
調
査
審
議
を

し
ま
す

任
期

委
嘱
の
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

定
員

５
人
以
内

申
込

５
月
15
日
（月）
〜
31
日
（水）
（
当
日

消
印
有
効
）
に
、
次
の
提
出
書
類
を
持

参
ま
た
は
郵
送
・
Ｅ
メ
ー
ル
で
同
課
（
〒

516
―
8601
岩
渕
１
丁
目
７
―
29
、
ア
ド
レ

スkanky
o
@
city
.ise.m

ie.jp

）
へ

提
出
書
類

①
応
募
用
紙

同
課
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
５
月
15
日
（月）
か
ら
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
:/
/
w
w
w
.c
ity
.

ise
.m
ie.jp

）
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

②
レ
ポ
ー
ト

「
環
境
に
関
す
る
思
い
」
に
つ
い
て
、

８
０
０
字
程
度
（
用
紙
の
サ
イ
ズ
は
Ａ

４
）
に
ま
と
め
た
も
の
。

選
考
方
法

選
考
会
議
に
よ
る
（
結
果

は
本
人
に
通
知
し
ま
す
）

伊
勢
市
環
境
審
議
会
委
員
を

募
集

環
境
政
策
課
（
1
K
５
５
４
０
）

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

市
民
参
画
交
流
課
（
1
K
５
５
４
９
）
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と
き
　
５
月
31
日
（水）
・
６
月
７
日
（水）
、

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
（
雨
天
決
行
）

集
合
場
所

市
役
所
本
館
１
階
・
市
民

ホ
ー
ル
（
午
前
８
時
50
分
集
合
）

見
学
コ
ー
ス

宇
治
地
区
周
辺

伊
勢
の
歴
史
と
お
か
げ
参
り

施
設
見
学
会

秘
書
広
報
課
（
1
K
５
５
１
５
）

川
と
海
と
ま
ち
を
つ
な
ぐ

舟
運
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
二
つ
の
水
運
も
の
が
た
り
〜

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
1
K
５
５
１
１
）

暮
ら
し
を
海
と
世
界
に
結
ぶ
み
な
と
づ
く

り
女
性
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
1
静
岡
０
５

４
・
２
６
２
・
９
１
０
６
）

と
き

５
月
12
日
（金）
、
午
後
１
時
15
分

〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

い
せ
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
北

館
（
シ
テ
ィ
ー
プ
ラ
ザ
）
２
階
・
多
目

的
ホ
ー
ル

内
容

全
国
各
地
の
舟
運
を
生
か
し
た

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
事
例
紹
介
、

公
開
討
論
会

※
パ
ネ
ル
展
示
、
ビ
デ
オ
「
川
と
海
と

ま
ち
を
つ
な
ぐ
舟
運
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
」
の
上
映
を
同
時
開
催
し
ま
す
。

お
知
ら
せ�

労
働
福
祉
会
館
施
設
の

貸
し
出
し
を
再
開

商
工
政
策
課
（
1
K
５
５
６
８
）

労
働
福
祉
会
館
の
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去

工
事
が
終
了
し
ま
し
た
の
で
、
５
月
15

日
（月）
か
ら
施
設
の
貸
し
出
し
を
再
開
し

ま
す
。

な
お
、
５
月
15
日
（月）
〜
８
月
31
日
（木）

の
使
用
に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
仮

予
約
と
し
て
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま

す
。（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

ま
た
、
仮
予
約
が
な
い
施
設
は
、
抽

選
日
以
降
、
先
着
順
で
予
約
を
受
け
付

け
ま
す
。

仮
予
約
方
法

申
込
先

労
働
福
祉
会
館
（
1
O
５
６

８
６：

勢
田
町
６
２
８
―
３
）

申
込
方
法

電
話
ま
た
は
来
館

■
５
月
15
日
（月）
〜
７
月
31
日
（月）
の
使
用
分

申
込
期
間

５
月
１
日
（月）
・
２
日
（火）
・

６
日
（土）
〜
９
日
（火）
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

抽
選
方
法

公
開
抽
選

抽
選
日

５
月
11
日
（木）
、
午
前
10
時
〜

抽
選
場
所

労
働
福
祉
会
館

抽
選
結
果

同
館
１
階
・
掲
示
板
に
掲

示
（
抽
選
対
象
者
に
は
電
話
連
絡
）

■
８
月
１
日
（火）
〜
31
日
（木）
の
使
用
分

申
込
期
間

５
月
１
日
（月）
・
２
日
（火）
・

６
日
（土）
〜
15
日
（月）
、
午
前
９
時
〜
午
後

５
時

抽
選
方
法

公
共
施
設
仮
予
約
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
抽
選

抽
選
日

５
月
16
日
（火）

抽
選
結
果

５
月
17
日
（水）
に
、
抽
選
対

象
者
へ
電
話
連
絡

各
施
設
の
定
員
と
使
用
料

左
表
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
冷
暖
房
や
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど

の
設
備
を
利
用
す
る
場
合
は
、
別
途
料

金
が
必
要
で
す
。

※使用する時間帯により異なります。�

 施　設 定  員 使 用 料  　�

 大 会 議 室 250人 2,060～8,370円�

 第１会議室 20人 640～2,060円�

 第２会議室 40人 900～3,090円�

 第３会議室 20人 640～2,060円�

 第４会議室 15人 640～2,060円�

 和　室　１ 15人 640～2,060円�

 和　室　２ 30人 900～3,090円�

講
座
・
催
し
物�

〈
受
講
料
な
ど
の
記
載
の
な
い
も
の
は
無
料
〉

い
せ
ト
ピ
ア
指
導
者
養
成
講
座

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト
ピ
ア

（
1
K
０
９
０
０
）

と
き

５
月
17
日
（水）
、
午
後
７
時
30
分

〜
９
時

と
こ
ろ

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
い
せ
ト

ピ
ア
３
階
・
研
修
室
１

対
象

生
涯
学
習
の
推
進
役
と
し
て
の

講
師
を
希
望
し
、
伊
勢
市
生
涯
学
習
人

材
バ
ン
ク
へ
登
録
で
き
る
人

内
容

伊
勢
市
が
目
指
す
生
涯
学
習
に

つ
い
て

※
事
前
の
申
し
込

み
は
不
要
で
す
。

定
員

各
20
人
（
先
着
順
）

持
ち
物

昼
食
、
飲
み
物
な
ど

申
込

５
月
10
日
（水）
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
、
往
復
は
が
き
（
希
望
日
・
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
）

で
、
同
課
（
〒
516
―
8601
岩
渕
１
丁
目
７

―
29
）
へ

※
は
が
き
１
枚
で
２
人
ま
で
申
し
込
め

ま
す
。
２
人
で
申
し
込
む
場
合
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
住
所
･
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。
未
記
入

の
場
合
は
無
効
と
し
ま
す
。
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伊
勢
市
福
祉
給
付
金
の
制
度
が
、
４

月
１
日
か
ら
次
の
と
お
り
変
わ
り
ま
し

た
。

受
給
で
き
る
人

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
で
す
。

市
内
に
住
所
を
有
す
る
在
宅
の
、

●

身
体
障
害
者
手
帳
１
級
の
交
付
を
受

け
て
い
る
人

●

療
育
手
帳
Ａ
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

●

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の

交
付
を
受
け
て
い
る
人

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
人
を
除
き

ま
す
。

●

介
護
保
険
法
の
規
定
に
よ
り
、
要
介

護
４
ま
た
は
要
介
護
５
の
認
定
を
受
け

た
人
で
、
伊
勢
市
家
族
介
護
用
品
支
給

事
業
の
利
用
者

●

伊
勢
市
重
度
心
身
障
害
者
紙
お
む
つ

等
支
給
事
業
の
利
用
者

伊
勢
市
福
祉
給
付
金
の
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

障
害
福
祉
課

（
1
K
５
５
５
８
）

二
見
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
b
１
１
１
３
）

小
俣
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
７
８
６
２
）

御
薗
総
合
支
所
福
祉
健
康
課

（
1
L
０
２
３
５
）

支
給
金
額

年
額
２
万
４
０
０
０
円

毎
年
６
月
１
日
と
12
月
１
日
現
在
で
、

支
給
対
象
者
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

人
に
支
給
し
ま
す
。
（
１
万
２
０
０
０

円
ず
つ
支
給
）

な
お
、
受
給
す
る
た
め
に
は
、
毎
回

申
請
が
必
要
で
す
。
６
月
の
締
め
切
り

日
は
６
月
７
日
（水）
で
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

学
生
納
付
特
例
制
度

伊
勢
社
会
保
険
事
務
所
（
1
Q
３
６
０
０
）

戸
籍
住
民
課
庶
務
係
（
1
K
５
５
５
４
）

平
成
18
年
度
の
国
民
年
金
保
険
料
は

次
の
と
お
り
で
す
。

月
額

１
万
３
８
６
０
円
（
年
額：

16

万
６
３
２
０
円
）

定
額
＋
付
加

１
万
４
２
６
０
円
（
年

額：

17
万
１
１
２
０
円
）

保
険
料
は
、
社
会
保
険
庁
か
ら
送
付

さ
れ
る
納
付
書
で
、
郵
便
局
ま
た
は
銀

行
な
ど
の
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
学
生
が
対
象
と
な
る
「
学
生

納
付
特
例
制
度
」
の
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
学
生
が

届
け
出
を
し
て
承
認
を
得
る
と
、
在
学

期
間
中
の
保
険
料
が
後
払
い
で
き
る
制

度
で
、
学
生
納
付
特
例
期
間
中
の
事
故

に
つ
い
て
は
、
障
害
の
程
度
に
応
じ
、

障
害
年
金
が
保
障
さ
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
の
手
続
き
は
、

年
金
手
帳
・
印
章
・
在
学
証
明
書
ま
た

は
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）
を
持
参
し
、

戸
籍
住
民
課
庶
務
係
、
各
総
合
支
所
生

活
環
境
課
、
各
支
所
で
行
っ
て
く
だ
さ

い
。線

路
へ
の
立
ち
入
り
に
よ
り
、
列
車

な
ど
が
停
止
し
た
事
案
が
、
平
成
17
年

中
に
県
内
で
７
件
発
生
（
県
警
察
資
料
）

し
て
い
ま
す
。

走
行
中
の
列
車
の
速
度
は
速
く
、
ま

た
、
危
険
を
感
じ
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
作

動
さ
せ
て
も
、
停
止
す
る
た
め
に
は
数

百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
が
必
要
と
な
り
ま

す
。「

近
道
だ
か
ら
」
「
今
ま
で
も
渡
っ

て
い
た
か
ら
」
な
ど
、
踏
切
設
備
の
な

い
場
所
で
の
安
易
な
線
路
横
断
は
、
と

て
も
危
険
で
す
。

線
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
踏
切
設

備
の
あ
る
場
所
で
、
安
全
を
確
か
め
て

か
ら
横
断
し
ま
し
ょ
う
。

宝
く
じ
助
成
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

健
全
育
成
と
活
性
化

市
民
参
画
交
流
課
（
1
K
５
５
４
９
）

伊
勢
市
大
世
古
町
会
連
合
会
と
一
之

木
町
会
は
、
（財）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
か

ら
平
成
17
年
度
宝
く
じ
普
及
広
報
事
業

の
助
成
を
受
け
、
視
聴
覚
機
器
の
購
入

な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸

成
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

伊
勢
市
大
世
古
町
会
連
合
会

視
聴
覚

機
器
の
購
入

一
之
木
町
会

Ｅ
Ｍ
菌
製
造
装
置
の
設
置一之木町会

伊勢市大世古町会連合会

線
路
は

踏
切
設
備
の
あ
る
場
所
で

横
断
し
ま
し
ょ
う

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（
1
K
５
５
９
３
）
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市
税
・
介
護
保
険
料

口
座
振
替
不
能
通
知
書
の

送
付
を
廃
止

収
税
課
（
1
K
５
５
３
７
）

介
護
保
険
課
（
1
K
５
５
６
４
）

市
税
お
よ
び
介
護
保
険
料
の
納
付
を

口
座
振
替
で
行
っ
て
い
る
人
に
つ
い
て
、

残
高
不
足
な
ど
の
理
由
で
振
替
が
で
き

な
か
っ
た
場
合
、
「
口
座
振
替
不
能
通

知
書
」
を
送
付
し
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
18
年
度
か
ら
廃
止
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

な
お
、
振
替
が
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
、
督
促
状
な
ど
で
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

６
月
１
日
（木）
は

人
権
擁
護
委
員
の
日

人
権
政
策
課
（
1
K
５
５
４
６
）

６
月
１
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が

施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

今
年
も
こ
の
日
に
、
全
国
一
斉
「
特
設

人
権
相
談
」
を
実
施
し
、
人
権
擁
護
委

員
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と
き
　
６
月
１
日
（木）
、
午
後
１
時
〜
４
時

と
こ
ろ

市
役
所
本
庁
舎
２
階
・
秘
書

広
報
課
相
談
室
、
二
見
総
合
支
所
談
話

室
１
・
２
、
小
俣
中
央
公
民
館
２
階
・

会
議
室
、
ハ
ー
ト
プ
ラ
ザ
み
そ
の
生
活

相
談
室

ま
た
、
定
期
的
な
人
権
相
談
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

と
き

①
毎
月
第
２
木
曜
日
・
午
後
１

時
〜
４
時
（
受
付
は
午
後
３
時
ま
で
）、

②
毎
週
火
曜
日
・
水
曜
日
・
金
曜
日
、

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

と
こ
ろ

①
市
役
所
本
庁
舎
２
階
・
秘

書
広
報
課
相
談
室
、
②
津
地
方
法
務
局

伊
勢
支
局

５
月
１
日
（月）
〜
７
日
（日）
は

憲
法
週
間

津
家
庭
裁
判
所
事
務
局
総
務
課
（
1
津
０
５

９
・
２
２
６
・
４
１
７
１
）

昭
和
22
年
５
月
３
日
、
日
本
国
憲
法

が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
た
「
憲

法
週
間
」
に
は
、
憲
法
の
精
神
や
司
法

の
機
能
に
つ
い
て
の
理
解
を
促
す
た
め
、

全
国
で
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

県
内
で
は
、
津
地
方
・
家
庭
裁
判
所
、

津
地
方
法
務
局
、
津
地
方
検
察
庁
、
三
重

弁
護
士
会
が
、
次
の
と
お
り
「
無
料
総

合
相
談
所
」
の
開
設
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
無
料
総
合
相
談
所
の
開
設

と
き

５
月
２
日
（火）
、
午
前
10
時
30
分

〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ

津
セ
ン
タ
ー
パ
レ
ス
２
階
（
津

市
大
門
７
―
15
）

内
容

①
法
律
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
②
人

権
・
登
記
・
戸
籍
相
談
コ
ー
ナ
ー
、
③

犯
罪
被
害
者
支
援
コ
ー
ナ
ー

定
員

①
②
36
人
、
③
12
人
（
い
ず
れ

も
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先

①
津
家
庭
裁
判
所
事

務
局
総
務
課
（
1
津
０
５
９
・
２
２
６
・

４
１
７
１
）
、
②
津
地
方
法
務
局
総
務

課
（
1
津
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
９

１
）、
③
津
地
方
検
察
庁
企
画
調
査
課

（
1
津
０
５
９
・
２
２
８
・
４
１
２
３
）

※
受
付
は
、
相
談
日
当
日
の
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
に
、
各
相
談
コ
ー
ナ

ー
前
で
行
い
ま
す
。

な
お
、
裁
判
員
制
度
説
明
会
と
無
料

法
律
相
談
所
（
四
日
市
）
の
開
設
も
行

い
ま
す
。

人権擁護委員� （敬称略）�

　氏　名 　住　所 　氏　名 　住　所�

黒 宮 香 織  一之木3丁目 岡島久美子 二見町松下�

光 山 大 善  川　端　町 濱千代日出雄 二見町茶屋�

泰 道 詞 子  大　湊　町 倉 野 公 之  小俣町元町�

森 　 東 彦  東 大 淀 町  中 尾 　 稔  小俣町元町�

河 野 英 子  大　倉　町 松家香代子 小俣町元町�

野 口 佳 子  上　地　町 橋 爪 紘 一  小俣町明野�

宇 仁 陽 子  宇 治 館 町  倉 本 啓 二  御薗町新開�

大 西 良 太  鹿　海　町 西村みゑこ 御薗町高向�

中 北 善 明  馬　瀬　町�

春
の
行
政
相
談
週
間

秘
書
広
報
課
（
1
K
５
５
１
５
）

５
月
22
日
（月）
〜
28
日
（日）
は
「
春
の
行

政
相
談
週
間
」
で
す
。

行
政
相
談
は
、
国
や
県
な
ど
の
仕
事

に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
苦
情
や
要
望
を

お
聞
き
し
、
解
決
を
図
る
制
度
で
す
。

毎
月
、
秘
書
広
報
課
・
二
見
総
合
支

所
・
小
俣
総
合
支
所
を
窓
口
と
し
て
、

行
政
相
談
員
が
皆
さ
ん
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

■お詫びと訂正

「広報いせ」4月号の8ページに掲載しました「路
線価の公開」の記事につきまして、下記のとおり公
開時間に誤りがありましたので、お詫びして訂正し
ます。問い合わせ：課税課固定資産税係（1K5532）

正
本庁課税課固定資産税係　午前8時30分～午後5時15
分（月曜日のみ午後7時まで）
二見総合支所税務課　午前8時30分～午後5時15分
小俣総合支所税務課　午前8時25分～午後5時10分
御薗総合支所税務課　午前8時15分～午後5時

誤
本庁・各総合支所とも午前8時30分～午後5時15分
（本庁のみ月曜日は午後7時まで）
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離宮の湯

「かわり湯」のご案内

5月10日（水）しょうぶ

20日（土）しょうぶ

26日（金）オリーブ

場所 小俣保健センター隣

営業時間 午後2時～10時

（最終入場：午後9時）

休業日 火曜日

入浴料金 中学生以上350円、小学生150円、

小学生未満70円

※石けん、シャンプー、タオルなどの入浴用

品は施設内で販売していますが、できる限り

持参してください。なお、浴室内には備えて

いません。

（1L0548） 勢田川水質調査結果�

姫之橋�

2.4�

3.4�

3.6�

�

北新橋�

5.5�

6.2�

5.8�

�

勢田大橋�

3.7�

45.0�

7.0

一色大橋�

1.7�

2.2�

2.2

勢田川�

5mg／　以下（勢田大橋）�環境基準�

BOD�
（mg／　）�

測定地点�

（3月3日　東海テクノ　分析） 

H18年3月結果�

H17年3月結果�

H16年度平均�

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）��

　河川の汚濁物質（有機物）による汚れの指標で、数値が大

きいほど汚れていることを示します。��

　水中の汚濁物質が微生物によって分解されるときに消費さ

れる酸素の量を「ミリグラム／リットル」で表したものです。�

(　　 )
公 証 �
遺　　言�
契約証明�

と　き ５月11日（木）、午後1時～4時 
 （受付は午後2時まで）��
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

と　き 月曜日～金曜日、午前9時～午後4時�
ところ 三重県栄町庁舎（消費生活相談窓口）�
 　　　（1津059－228－2212）　 
 商工政策課（121－5512）�

消費生活�

種　別� 相　談　日　な　ど�

と　き 月曜日～金曜日、午前9時～午後4時
ところ 福祉総務課（121－5556）�

と　き 月曜日～金曜日、午前9時～午後5時
ところ 児童長寿課（121－5561）�

と　き　月曜日～金曜日、午前8時30分～午後5時�
ところ　児童長寿課（121－5561）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後4時�
ところ　大世古保育所（125－3676）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後5時�
ところ　教育研究所�
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内）  
 （122－0285、22－0347）�

と　き　毎週水曜日・木曜日、午後１時～5時
ところ　教育研究所�
 （八日市場町17-30・戦災復興会館内） 
  （122－0285、22－0347）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後4時
ところ　青少年相談センター（厚生中学校内） 
 （128－6344）�

と　き　毎週火曜日、午前10時～午後4時�
ところ　サンライフ伊勢�
対　象　市内に在住または通勤している35歳 
 以下の人、または、その保護者�
 進路担当教諭�
申　込　おしごと広場みえ（1津059－222－3309） 
 または、商工政策課（121－5568）へ電話�
定　員　1日につき5人まで（先着順）�

婦 人 �

母 子 �

乳 幼 児 �

と　き　火曜日～日曜日、午前9時～午後5時�
ところ　家庭教育相談室「スマイルいせ」 
 （生涯学習センターいせトピア内）�
 （121－0910）�

家庭児童�

家庭教育�

臨床心理士などによる�
カウンセリング�
（要予約）�
（小中学生の教育）�

就 職 �

種　別� 相　談　日　な　ど�

と　き 火曜日・日曜日・祝日を除く毎日、 
 午前9時～午後5時��
ところ 中高年齢者職業相談室�
 （サンライフ伊勢内）（128－1267）�

と　き 月曜日～金曜日、�
 午前8時30分～午後5時��
ところ 伊勢市地域包括支援センター�
 （伊勢市福祉健康センター内）�
 （127－2431）�

と　き 第4水曜日（5月24日）、午後1時～3時�
ところ 二見ふれあいプラザ�
（問い合わせ）社会福祉協議会二見支所�
                (143－3994）�

と　き ５月2日（火）、午後1時～3時�
ところ 小俣公民館�
（問い合わせ）社会福祉協議会小俣支所 
  　 (127－0509）�

と　き 第2水曜日（5月10日）、午後1時～3時�
ところ 社会福祉協議会伊勢支所 （127－2425）�

と　き 第3水曜日（5月17日）、午後1時～3時�
ところ ハートプラザみその�
（問い合わせ）社会福祉協議会御薗支所�
 　  (122－6617）�

中高年齢者
職 業 �

老 人 �
在宅介護�

心配ごと�

教 育 �
小中学生の不登
校・いじめ・友人
関係・学習など�

青 少 年 �
（非行・いじめ
など）�
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5 月 の 無 料 相 談 �

種　別� 相　談　日　な　ど�

と　き 毎週月曜日、午後1時30分～3時30分
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�
対　象　市内に住所を有する人��
申　込　相談日当日の午後1時15分までに�
 秘書広報課へ来所��
定　員　1日につき8人まで�
 （定員を超えた場合は抽選）�

と　き　５月11日（木）、�
 午後1時30分～3時30分�
ところ　小俣公民館�
対　象　市内に住所を有する人�
申　込　相談日の２週間前から社会福祉協議会 
 小俣支所（127－0509）へ来所または電話�
定　員　4人まで（先着順）�

と　き　５月18日（木）、�
 午後1時30分～3時30分�
ところ　社会福祉協議会御薗支所�
 （ハートプラザみその北側）（122－6617）
対　象　市内に住所を有する人�
申　込　相談日当日の午後1時15分までに�
 社会福祉協議会御薗支所へ来所�
定　員　4人まで（定員を超えた場合は抽選）�

と　き　第3木曜日（5月18日）、�
 午前9時30分～11時30分�
ところ　秘書広報課広報広聴係（121－5515）
申　込　相談日当日の午前8時30分から�
 秘書広報課へ電話��
定　員　1日につき4人まで（先着順）�

と　き　第2・3水曜日（5月10日・17日）、�
 午前10時～午後3時��
ところ　秘書広報課広報広聴係（121－5515）�
申　込　相談日当日の午前8時30分から秘書 
 広報課へ電話��
定　員　1日につき4人まで（先着順）�

と　き　月曜日～金曜日、午前9時～午後4時 
 （受付は午後3時30分まで）��
ところ　三重県栄町庁舎（交通事故相談窓口）�
 （1津059－228－7350）�

と　き　第2・4火曜日（5月9日・23日）、�
 午後1時～4時（受付は午後3時まで）
ところ　秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

法 律 �

(　　　)
多重債務�
 クレジット  �
 消費者金融 �

�

交通事故�

行　　政�

種　別� 相　談　日　な　ど�

【行政相談・市政相談】��
と　き 5月16日（火）、午前10時～午後3時
ところ 二見生涯学習センター��
（問い合わせ）二見総合支所地域振興課（142－1111）�

【行政相談・市政相談】��
と　き 5月2日(火)、午後1時～3時�
ところ 小俣公民館��
（問い合わせ）小俣総合支所地域振興課（122－7858）�

【市政相談】��
と　き 5月15日(月)、午後1時～3時��
ところ 御薗公民館��
（問い合わせ）御薗総合支所地域振興課（122－0235）�

と　き 第2火曜日（５月9日）、午後1時～4時�
 （受付は午後3時まで）��
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

と　き 第2木曜日（５月11日）、午後1時～4時 
 （受付は午後3時まで）��
ところ 秘書広報課広報広聴係（121－5515）�

と　き 毎週火曜日・水曜日・金曜日、�
 午前9時30分～午後4時30分��
ところ 津地方法務局伊勢支局（128-6158）�

市 政 �

登 記 �

人　　権�

担当弁護士が、
既に相手方の相
談を受けている
場合は、相談を
受けられません�

「みて きいて 伊勢」�「みて きいて 伊勢」�「みて きいて 伊勢」�

伊勢市テレビ広報�

「みて きいて 伊勢」�

秘書広報課（1K5515）�※アナログ10チャンネルでは、午前6時・9時、正午、午後3時・6時・
9時から放送を行っています。�

※アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネルでは、午前7時～
翌日午前2時の毎時0分から、繰り返し放送を行っています。�
　また日曜日は、その週に放送されたニュース・リポート番組をま
とめて放送します。�

※放送時間や内容が変更することがあります。ご了承ください。�

（アナログ10チャンネル）�
■特集（5月） �
宮川直轄「床上浸水対策特別緊急事業」に着手！
　�■お知らせ�
（5／1～7）�
　  ● 学校へ集まろう�
    ●このごみ、何のごみ？�
（5／8～14）�
　  ● 花火大会さじき販売�
（5／15～21）�
　  ● たばこ相談  ● 住宅火災警報器�
（５／22～28）�
　  ● 若年者就職個別相談   ●水道週間   ●歯のコンクール�
（5／29～6／4）�
　  ● 基本健康診査・歯周疾患検診�

（アナログ21チャンネル）�

　御薗地区のみの放送で、アナログ10チャンネル

と同じ「特集」「お知らせ」などの行政情報や、お

天気情報、防災情報をお伝えします。�

�

�
�
�

（アナログ8チャンネル・デジタル701チャンネル）�

■ニュース※毎日午後7時更新�

■リポート（企画番組）※毎週月曜日更新�

■ミニコーナー（情報番組）※随時更新�

コミュニティチャンネル�コミュニティチャンネル�コミュニティチャンネル�コミュニティチャンネル�
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広 報

※外国人登録者を含む

総人口 136,924人 （－182人）男　性 65,019人（－143人）

世帯数 52,183世帯（＋43世帯）女　性 71,905人 （－39人）

人の動き（3月末現在）

いせ�いせ�

手作りクッキーでお別れ会

3月16日、小俣町元町の子育て支援センターで、お別

れ会が行われました。

集まったのは、4月から幼稚園や保育所へ通う子ども

たち。

お母さんや先生とクッキーを作って食べた後、先生に

絵本の読み聞かせをしてもらい、子どもたちは思い出に

残る、楽しいひとときを過ごしました。

お木曳行事に向けて
浜参宮が始まりました

まだ肌寒さが残る2月下旬から、浜参宮が始まりました。

古来より、お木曳行事をする前には、二見浦で心身を清

める習わしがあります。

3月5日、市内の奉曳団が木遣りや道中踊りを披露しなが

ら、夫婦岩表参道（二見浦旅館街）を練り歩きました。

そして、二見興玉神社でおはらいを受けた後、本殿で威

勢よく木遣り唄を奉納しました。

これから始まるお木曳行事に向け、各奉曳団や一日神領

民など、たくさんの人々が二見浦を訪れます。

まちの話題�

野口みずき金メダルロード
ウォーキング＆クリーンアップ

3月18日、「野口みずき金メダルロードのウォーキン

グ＆クリーンアップ」が行われました。

参加者は約160人。倉田山公園野球場の正面入り口を

出発し、コースを歩きながら、ポイ捨てされたごみなど

を拾う清掃活動を行いました。

集められたごみは、不法投棄されたテレビや冷蔵庫な

どを含め、2トン車2台分でした。

皆さん、ありがとうございました。

伊勢楽市

4月8日・9日、伊勢市駅前～外宮周辺で「伊勢楽市」が

開催されました。

会場には、伊勢志摩地域の特色ある地場産品が一堂に

集まり、大勢の家族連れなどでにぎわいました。


